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一一一一一三年（法文①～⑩）（以上「専修法学論集』第五九
号［’九九三年九月］）
一一一一二四年（法文⑪～⑳）（以上同六○号［一九九四年一一一
月己
一一一一一一一五年一月～一○月（法文⑳～⑫）（以上何六一号
□
九
九
四
年
七
月
己
四一二一五年一一月～一一一一六年（法文⑬～⑮）（以上同六
三号［’九九五年三月］）
五一一一一七年～’一一一九年一一一月（法文⑪～⑳）（以上「立教
法学」第四三号［’九九六年二月］）
六
三
一
九
年
四
月
～
七
月
（
法
文
⑳
～
⑩
）
（
以
上
同
囚
五
号
三九九六年九月］）
七
三
一
九
年
七
月
～
一
○
月
（
法
文
⑭
～
⑰
）
（
以
上
同
四
七
号
テオドシウス法典（○・』の※弓ロの。□・鳥目の）（一四）（後藤）
〈史料紹介〉
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
（Ｏｏｃの居弓ロの○ｓの旨ご口の）（一四）
□
九
九
七
年
七
月
二
八一一一一九年一一月～三一一○年一一月（法文⑩～⑪）（以
上
同
五
○
号
□
九
九
八
年
七
月
］
）
九一一一一一○年一一月～’二一一一年一月（法文⑩～⑪）（以上
同五三号［’九九九年七月］）
○一二二一年一一月～八月（法文⑪～⑰）（以上向五六号
［二○○○年八月］）
’’一一一一一年八月～三一一一二年四月（法文⑯～⑭）（以上
同五八号［二○○一年七月］）
一一一一一一一一一一年五月～一一一二五年六月（法文⑰～⑳）（以上
『法政史学」第五七号［二○○一一年一一一月］）
’’’’一一二五年六月～一一一一一六年一一一月（法文⑳～⑳）（以上
同五九号［二○○一一｜年三月］）
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
研
究
会
（
代
表
後
藤
篤
子
）
八
一
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コーンスタンティーヌス帝が首都住民に〈宣示す〉・
架
空
の
売
却
、
後
見
人
の
〈
そ
の
他
の
〉
策
謀
に
対
し
て
は
、
諸
（１）
勅
命
に
基
づ
き
未
成
年
者
に
原
状
回
復
に
よ
り
保
護
が
与
え
ら
れ
る
（２）
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。
さ
ら
に
、
そ
の
同
じ
者
（
Ⅱ
後
見
人
）
た
ち（３）
が
そ
の
後
見
関
係
を
欺
い
て
自
身
の
財
産
か
ら
何
か
を
譲
渡
し
た
こ
（４）
と
が
証
明
さ
れ
た
と
き
に
は
、
詐
害
の
特
示
〈
叩
令
に
よ
り
未
成
年
者
の
た
め
に
配
慮
さ
れ
る
旨
、
周
知
さ
れ
る
べ
し
。
正
帝
自
身
が
七
度
目
に
し
て
副
帝
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
三
月
一
（５）
五日、ンルミウムで付与す。
⑳
第
二
巻
第
一
六
章
第
一
法
文
（承前）
（
１
）
の
目
＆
Ｐ
帝
政
前
期
に
あ
っ
て
は
、
違
法
行
為
に
対
す
る
制
裁
を
定
め
た
り
、
後
の
命
令
に
よ
る
廃
止
を
禁
止
し
た
り
、
別
の
法
に
反
し
た
法
に
よ
っ
て
行
動
す
る
者
の
責
任
を
免
じ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
の
効
果
を
強
化
す
る
条
項
を
意
味
し
た
が
、
後
期
に
な
ると、一般的効力を有する皇帝の命令を意味する己日唱〕畳‐
法
政
史
学
第
六
十
二
号
四一二二六年一二月～七月（法文⑳～⑳）（以上本誌）
日の目＆。などと使われるようになる。因①侭ｇ雪Ｑ、｝８三ｓ
□言Ｃミミ（法文⑳註（３）所引）》の。ご・［の目＆・三田日圏員］‐
８の自己・］・の。＆○吋の目の》＆ず」・は、「勅法彙纂」第五巻第三
七
章
第
二
二
法
文
、
同
第
五
巻
第
七
一
一
章
第
四
法
文
お
よ
び
同
第
四
巻第一一一一一章第二五法文がここではまず考えられるとし、そ
れ
を
前
提
に
す
る
と
「
諸
法
」
と
翻
訳
す
べ
き
も
の
と
も
考
え
ら
れ
るが、本稿ではすでに勅令のｓｏ白日、勅法８口の（言白日など
と
可
能
な
限
り
由
来
の
わ
か
る
訳
語
を
附
す
努
力
を
し
て
い
る
の
で
本
文
の
よ
う
な
訳
語
と
し
た
。
な
お
、
の
。
ｇ
・
洋
①
目
、
が
想
定
す
る
前
法
の
一
つ
、
「
勅
法
彙
纂
」
第
五
巻
第
三
七
章
第
一
一
二
法
文
は
、
何第二巻第二七章第二法文および同第四巻第一一一二章第二五
法
文
と
一
体
を
な
す
長
大
な
法
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
本
法
文と同一の曰の曰已Ｃとの弓の＆冨・とを有する。その内容
の概要は次掲法文⑳註（１）参照。
（２）法文⑭参照。
（３）□已口…Ｑのの■・日冨己の日目①一四の島の目印の①．帝政前期まで
の
後
見
人
・
被
後
見
人
関
係
に
お
い
て
は
、
後
見
人
は
被
後
見
人
の
財
産
を
「
あ
た
か
も
所
有
者
と
し
て
８
日
亘
一
○
８
」
管
理
し
た
と
さ
れ
る
た
め
、
後
見
関
係
継
続
中
に
後
見
人
が
被
後
見
人
の
財
産
に
関
し
て
行
っ
た
行
為
で
あ
っ
て
も
自
ら
債
権
、
債
務
を
取
得
す
る
こ
と
が
あ
り
得
、
後
見
人
の
財
産
と
の
混
同
が
生
じ
得
た
。
そ
れ
は
後
見
終
了
後
に
解
消
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
後
見
人
は
、
そ
の
履
行
を
困
難
に
す
る
た
め
に
自
己
所
有
の
財
産
を
第
三
者
に
移
転
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
Ｒ
昏
切
円
ら
。
②
ａ
ミ
園
ミ
コ
ミ
ミ
ミ
閂
八
二
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（法文⑳註（３）所引）も．いき》船田享二『ローマ法」（法
文⑫註（２）所引）、第四巻、一九八～二○｜頁。
（４）三①己の日日冨巨＆８昌日・帝政前期においては、債務者が
債
権
者
に
損
害
を
及
ぼ
す
た
め
に
意
図
的
に
（
冨
己
目
ｓ
ｏ
目
の
四
）
なした行為（たとえば、第三者への譲渡）を取消す手段の
一つで、本文巾の原状Ｍ復日言の臼巨日【①の昌呂。と同様の
効果を生み出す手段だった。因①侭９８．ミ・》の．ご・百〔①ａ］の‐
日日冨己呉○言日］・前註にあるように、後見関係終了後、後
見
人
が
引
渡
す
べ
き
も
の
を
有
し
て
い
る
場
合
に
は
、
後
見
人
が
債
務
者
、
被
後
見
人
が
債
権
者
と
位
置
付
け
ら
れ
て
、
本
特
示
命
令
の
適
用
が
問
題
と
な
る
。
な
お
、
特
示
命
令
と
は
、
方
式
書
訴
訟
に
あ
っ
て
法
務
官
そ
の
他
の
裁
判
権
者
が
請
求
者
の
要
求
に
応
じ
て
発
す
る
命
令
で
、
被
請
求
者
に
何
ら
か
の
行
為
を
な
す
こ
と
、
ま
た
は
何
ら
か
の
行
為
を
禁
止
す
る
こ
と
を
命
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
（
た
と
えば、占有の保護）。通常の保護請求手段の訴権と異なり、
二
段
階
に
分
か
れ
る
方
式
書
訴
訟
の
手
続
中
第
一
段
階
で
命
令
が
出
さ
れ
る
た
め
、
即
決
手
続
的
、
行
政
手
続
的
な
ど
と
特
徴
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
被
請
求
者
が
こ
の
命
令
に
従
わ
な
い
と
き
に
は
、
通
常
手
続
類
似
の
手
続
が
開
始
す
る
。
一
方
、
特
別
審
理
手続８囮昼。①胃：ａ旨①日、後の職権審理手続が普及して
い
く
に
従
い
、
訴
権
と
特
示
命
令
と
の
手
続
き
上
の
差
が
不
明
瞭
に
な
り
、
ユ
ー
ス
テ
ィ
ー
ニ
ァ
ー
ヌ
ス
帝
期
に
は
明
白
に
消
失
し
た
と
される。Ｃ｛・函①侭９８．曼・》の．『・［三の三、［巨旦・法文⑭註
（２）も参照。
テオドシウス法典（Ｃｏｑ①※弓彦の。：⑫一目巨の）（一四）（後藤）
（２）
：
．
…
ま
た
は
保
佐
人
は
、
そ
の
同
じ
物
が
使
用
に
耐
え
得
る
か
ど
う
か
を
何
度
も
吟
味
の
上
調
べ
る
よ
う
、
求
め
ら
れ
る
べ
し
。
、
未
成
年
者
の
不
要
な
動
物
が
売
却
さ
れ
る
こ
と
も
、
我
等
は
禁
止
し
な
い
。
正
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
七
度
目
に
し
て
副
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
三
月
一
五
口
ｕ
シ
ル
ミ
ウ
ム
（３）
で付与す。
（１）
⑳第一一一巻第一二○章第一一一法文
（１）写本では日のａ目①以降の大部分が伝わっていないが、
『勅法彙蟇」第五巻第一一一七章第二二法文および同第五巻第
七
二
章
第
四
法
文
に
採
録
さ
れ
て
伝
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る。、［・二・日日の目》＆ず．｝・これを前提に考えると、首文
（５）の①の民は、皇帝がコーンスルであった年のうち「一一一月一
五日シルミウム」が可能なのは三一八年、’一一一九年、’’’一一
九年だけであり、の弓のａ目・が比較的良い伝存状況である
以上最小限の変更に留めるべきであるので二円（一一一二六年）
からご日（一一一二九年）に変えたほうが良いと考え、三二九
年とする。ａ・記侭田§もつ・巴》①←．
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⑳
第
九
巻
第
一
九
章
第
二
法
文
（１）
コ
ー
ン
ス
タ
ン
ー
プ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
首
都
長
官
マ
ー
ク
シ
ム
ス
に
〈宣示す〉・
過
去
に
お
い
て
法
廷
で
は
、
文
書
が
提
出
さ
れ
た
の
ち
、
も
し
何
ぴ
と
か
が
そ
れ
ら
は
偽
造
で
あ
る
と
主
張
し
た
と
き
は
、
民
事
訴
訟
已
己
已
目
以
降
、
第
佃
節
の
途
中
ま
で
写
本
に
は
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
欠
落
部
分
の
概
要
は
以
下
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
は
、
必
要
に
迫
ら
れ
た
場
合
に
は
、
農
地
お
よび農村奴隷□国の日：【白目、ご国日の【富を除き、被後見人・
被
保
佐
人
の
す
べ
て
の
財
産
の
売
却
を
後
見
人
・
保
佐
人
に
義
務
付
け
て
い
た
法
律
を
廃
止
し
、
す
べ
て
の
土
地
お
よ
び
価
値
の
高
い
奴
隷
は
保
持
す
べ
き
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
他
の
財
産
は
当
局
の
審
査
と
許可を得て譲渡されるべきことを定めた。特に第㈹節は、
「
し
た
が
っ
て
、
後
見
人
の
売
却
は
〈
当
局
の
〉
決
定
が
な
さ
れ
る
こ
と
な
し
に
は
、
今
や
無
効
で
あ
る
。
た
だ
し
、
使
用
し
て
擦
り
切
れ
、
ま
た
は
役
に
立
た
な
く
な
っ
て
元
に
戻
す
こ
と
が
で
き
な
い
衣
服
だ
け
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
」
と
な
っ
て
い
る
。
（
２
）
写
本
上
伝
わ
っ
て
い
な
い
部
分
が
前
註
所
引
の
法
文
に
伝
承
さ
れ
ているとすれば、衣服く①の訂のを意味する。
（
３
）
法
文
⑳
註
（
５
）
参
照
。
法
政
史
学
第
六
十
二
号
の
裁
判
官
は
判
決
を
差
し
控
え
る
と
い
う
慣
行
が
守
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
何
ら
期
間
の
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
告
発
の
脅
威
が
請
求
（２）
者
な
り
占
有
者
を
翻
弄
す
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
て
い
た
の
で
、
我
等
は
以
下
の
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
た
。
す
な
わ
ち
、
た
と
え
（３）
訴訟当事者の一方が偽罪〈生ロ発〉の喧騒を持ち込んだとし
て
も
、
そ
れ
で
も
提
出
さ
れ
た
文
書
が
証
す
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
請
（４）
求者なり占有者なりに仮の〈占有〉が許され、民事訴訟が
終
了
し
た
時
に
は
じ
め
て
、
偽
罪
に
つ
い
て
の
次
の
訴
訟
が
続
く
よ
う
に
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（５）
Ⅲそれゆえ我等は、〈偽罪の〉上ロ発登録ははじめは効
力
を
持
た
な
い
こ
と
を
望
む
。
し
か
し
、
偽
罪
の
審
理
が
始
ま
っ
た
と
き
は
、
民
事
裁
判
は
判
決
に
よ
っ
て
終
了
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
古
来
の
慣
行
に
従
っ
て
証
拠
や
証
人
、
文
書
の
照
合
、
真
実
が
残
す
他
の
痕
跡
に
よ
っ
て
、
最
も
厳
し
い
調
査
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
告
発
人
に
対
し
て
の
み
審
問
が
行
わ
れ
た
り
、
彼
に
立
証
義
務
の
す
べ
て
が
課
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
裁
判
官
は
両
当
事
者
の
間
で
中
立
た
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
裁
判
官
は
、
如
何
な
る
（６）
ことであれ自ら考邑えるところを中間判断によって公にすべ
き
で
は
な
く
、
あ
た
か
も
〈
皇
帝
へ
の
〉
報
告
の
場
合
ｌ
そ
の
場
合は審理の義務だけが〈裁判官に〉委ねられるわけである
が
ｌ
を
範
と
す
る
か
の
如
く
に
審
理
を
行
い
、
自
ら
に
と
り
明
白
八
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に
な
っ
た
こ
と
を
終
局
判
決
で
申
し
渡
す
べ
き
で
あ
る
。
②
一
方
、
〈
偽
罪
の
〉
刑
事
訴
訟
の
喧
騒
に
つ
い
て
は
、
訴
訟
当
事
者
も
裁
判
官
も
越
え
て
は
な
ら
な
い
最
終
期
限
を
、
我
等
は
一
年
の
間
と
限
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
期
間
の
開
始
は
、
し
か
る
べ
き
裁
判
官
の
も
と
で
宣
誓
に
よ
っ
て
訴
訟
審
理
が
開
始
さ
れ
た
、
と
い
う
形
で
始
ま
る
も
の
と
す
る
。
立
証
の
の
ち
、
犯
罪
の
重
大
さ
が
求
め
れ
ば
死
罪
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
流
刑
が
、
偽
造
を
行
っ
た
者
に
科されること。
正
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
七
度
目
に
し
て
副
帝
コ
ー
ン
（７）
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
一
二
月
一
一
五
日
に
ト
ラ
ー
ャ
ー
ヌ
ス
広
場
で
掲
示
す
。
（１）三里目色の．一般に、一一一一九～三二一一一年に首都長官を務め
たく巴の旨の三目旨房（法文⑳註（１）参照）と同定されて
いるＣＯ｛・閨尾田・」〕己．＄つ（『四一①国巨の二目旨巨のの碕口○因四の一一旨の
金）・の弓のｓ冒○に基づく発布年との食い違いについては後
註（７）を参照。
（２）すでに紀元前八一年のスッラの法（］の〆Ｏｇｇ］己の区の】の）
に
よ
っ
て
、
遺
言
書
の
偽
造
・
変
造
・
不
法
な
破
段
、
通
貨
の
贋
造
・
変
造
な
ど
は
、
常
設
査
問
所
で
裁
か
れ
る
べ
き
刑
事
犯
罪
（
「
偽
罪
芭
の
目
］
」
）
と
な
っ
て
い
た
が
、
帝
政
期
に
入
っ
て
、
不
敬
テオドシウス法曲〈（○・』貝弓声の。□・の一目ロ⑫）（一四）（後藤）
罪
な
ど
と
並
ん
で
元
老
院
裁
判
で
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
偽
罪
の
適
用
範
囲
も
拡
大
し
、
遺
言
書
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
文
書
の
偽
造・変造等も「偽罪」とされた。。｛・因の温のｎ回§・宮皇同
ロミミロミ（法文⑳註（３）所引）》の。『・［甸巳の巨旦、船田享二
「ローマ法』（法文⑭註（２）所引）、第一巻、二一一一五・三
四六頁。の。＆己のｓの》昌彦」・によれば、古法ではより重大
な
事
件
、
従
っ
て
刑
事
訴
訟
の
審
理
の
方
が
民
事
訴
訟
の
審
理
よ
り
優
先
さ
れ
、
し
か
も
偽
罪
の
告
発
は
い
つ
で
も
可
能
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
開
始
さ
れ
た
訴
訟
に
つ
い
て
も
結
審
に
至
る
ま
で
の
時
間
的
制
約
は
一
切
な
か
っ
た
た
め
、
長
引
く
裁
判
が
請
求
者
・
占
有
者
双
方
を
害
し
て
い
た
の
で
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
は
本
法
で
そ
の
よ
う
な
事
態
の
是
正
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
（３）註］の】の可①己言の．法文⑭にも「告訴の喧騒」という表現があ
る。法文⑪註（３）参照。「備一騒」を意味する骨巴言のは、
帝
政
後
期
の
法
文
で
は
刑
事
訴
訟
の
法
廷
で
発
せ
ら
れ
る
声
を
指
し
て
用
い
ら
れ
、
そ
れ
ゆ
え
に
本
法
文
第
②
節
で
「
刑
事
訴
訟
」
と
訳
した骨①ご言の＆日ご巴］ののように、刑事訴訟そのものを意
味することもある。、（・田①侭①Ｈ》８．畳・）の．ご・［の宮①己言の］．
（４）日○日のロ白日・のＣ＆Ｃ件のＳｍ》＆ず」・によれば、ここでは日‐
庁①己の白日Ｈ①目①己凶①ご①］Ｈ①２℃Ｒ目＆①ごＣのの①ののご己の（占有保
持
も
し
く
は
占
有
回
復
の
特
示
命
令
）
の
効
果
を
意
味
す
る
の
で
、
占有を補って訳した。
（５）言＆目・・共和政の末期、ｇ２，畳・が刑事手続を開始す
る
行
為
た
る
告
訴
・
告
発
を
一
般
的
に
意
味
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
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犯
罪
追
求
を
す
る
私
人
は
、
告
発
人
ｇ
一
呉
・
【
と
呼
ば
れ
て
、
管
轄
の常設査問所ロｇ①のぎに犯罪事実を口頭もしくは書面で申
告し、犯人の処罰を求める意思表示をするロ○日目□①庁目①。
政務官は、署名告訴・告発のｇの＆已○を受領した場合に
は
、
日
付
、
主
宰
政
務
官
名
の
後
に
告
発
人
・
被
告
発
人
の
氏
名
、
違
反
法
律
名
、
犯
罪
行
為
な
ど
に
つ
き
公
文
書
に
登
録
す
る
こ
と
を
命じたが、この登録を言ａ目・と一一一一口う。登録は通常、告
発
人
本
人
に
よ
り
な
さ
れ
る
が
、
濫
訴
を
防
ぐ
た
め
に
宣
誓
言
平
日
２
日
目
邑
目
巨
騨
の
が
課
さ
れ
る
。
な
お
、
初
め
に
記
入
さ
れ
る
必
要
の
な
か
っ
た
項
目
、
た
と
え
ば
補
助
告
発
人
な
ど
の
記
載
は
、
史
料上しばしばの弓の＆己。または冨曰目・のの弓の＆目・と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
相
互
流
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ａ
・
因①Ｈｍｇ８・蔓・》の・ぐ・［百ｍｇ目・］》［シＤＢの畳・］》弓戸二○日目の①Ｐ
用ロミ言言いいざ、§三（Ｐ①一日億房①①［の国圃』①、、］）》弓・山震‐四ｍ①。
ち
な
み
に
、
本
稿
に
お
い
て
は
以
後
、
原
則
と
し
て
胃
目
の
畳
・
を「告訴」、□①一畳。を「告発」とするが、これらの言葉は
本
法
典
中
で
相
互
流
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
訴
提
起
す
る
者
の
範
囲
が
限
定
的
で
あ
る
と
き
に
は
「
告
訴
」
、
被
害
者
他
に
限
定
さ
れ
ず
に
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
と
き
に
は
「
告
発
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
（６）言ｑ一・・島Ｐ法文⑳註（１）参照。
（７）の○二弓のＳｍ》＆ず」・は、名宛人の首都長官マークシムス
の在任期間から考えて、このｍｇｍＢ已○は「正帝コーンス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
六
度
目
に
し
て
副
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
法
政
史
学
第
六
十
二
号
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
イ
ー
タ
リ
ア
管
区
代
官
バ
ツ
（１）
ススに〈宣示す〉。（２）
少
女
が
成
熟
年
齢
と
な
る
年
に
近
づ
き
、
婚
姻
を
望
む
よ
う
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
後
見
人
は
、
そ
の
結
婚
が
求
め
ら
れ
て
い
る
少
女
の
処
女
性
が
汚
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
こ
と
が
徒
に
拡
大
〈
解
釈
〉
さ
れ
て
し
ま
わ
な
いように、貞潔陵辱という不法〈な行為〉について後見人
自
ら
が
潔
白
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
義
務
の
み
が
後
見
人
を
縛
る
べきである。以上のことが確定したときに、〈後見人は〉
す
べ
て
の
恐
れ
か
ら
自
由
と
な
っ
て
、
望
ま
れ
た
結
婚
を
享
受
す
べ
（３）
きである。もし‘も、純潔強奪という悪行が後見人に帰する
ならば、後見人は、〈本来ならば〉諸法が強姦者に科す罰
（４）
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
と
は
い
え
、
流
刑
に
よ
っ
て
罰
せ
ら
れ
、
そ
の
財
産
は
す
べ
て
国
庫
に
没
収
さ
れ
る
よ
う
、
〈
貴
官
の
〉
部
署
は
⑳
第
九
巻
第
八
章
第
一
法
文
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
」
（
す
な
わ
ち
三
二
○
年
）
で
あ
る
べ
き
と
考える。二○日目の①Ｐ＆ず」・》の①①景句嘱鳥苫》弓．①←》］「◎も同
様。、罠同・一」○○口【・もこれに従う。
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以後配慮すべし。
正帝コーンスタンティーヌスが七度目にして副帝コーン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
四
月
四
日
ア
ク
ィ
レ
ー
イ
アにて付与す。
（１）因四ｍの巨の言』三・西河向・苔」⑪←（閂三口の因四の印巨の］←）は、こ
のバッススをユーニウスⅡバッスス（三一八～一一一一一一一年の
道長官）とする。なお、法文⑳註丁）も参照。
（２）四目一国①四の目】の．この表現は本来、成熟年齢（男子の場合
一四歳［ただし異説あり］、女子の場合一二歳）を超えた
者を指して用いられるのが一般的だが、本法文では初婚可
能年齢のことが問題となっているので、ここでは特に女子
が結幡可能となる一二歳が念頭にあったものと思われる。
なお、成熟者については、法文⑮註（２）を参照。
（３）本法文の当該箇所の主語について、の。＆・可①Ｓｍ〕己豈」・
は、後見人の可能性と被後見人の可能性の両方を指摘して
いるが、］・向く自切の三富旨ご§亘雪菖唇冒旨討匹ミミミご
（法文⑭註（７）所引）》弓・］①②‐ご①は、皇帝の恩寵を得た
場合に限り、後見人（またはその息子）と被後見人の少女
と
の
結
婚
を
認
め
た
デ
ィ
オ
ク
レ
ー
テ
ィ
ア
ー
ヌ
ス
帝
と
マ
ー
ク
シ
ミ
ァ
ー
ヌ
ス
帝
の
勅
法
Ｓ
勅
法
彙
纂
」
第
五
巻
第
六
章
第
七
法
文
。
年
代
不
明
）
を
あ
げ
て
、
当
該
箇
所
の
主
語
を
後
見
人
と
し
、
二
目
【
の
訳
も
同
様
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
さ
し
あ
た
り
ご
目
の
テォドシウス法典（Ｃ・』の×目冒○二・愚目の）（一四）（後藤）
⑳
第
一
四
巻
第
四
章
第
二
法
文
同
Ｔ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
ル
ク
リ
ー
ウ
ス
Ⅱ
（１）
ウェリーヌスに〈一口一示す〉。
（２）
土地所有者は豚商人に金銭では支払わないと自ら判断し
の
日
弓
の
の
説
を
と
っ
て
、
後
見
人
を
主
語
に
し
て
訳
出
し
た
。
本法文が規定する一連の手続きについて、亘目印の白弓の》
一・ｏ・●】〔・は以下のような流れを想定している。すなわち、後
見人が被後見人との結婚を望む場合には、まず被後見人が
処女を保っていることを証明する義務が後見人に課され、
被後見人の純潔が後見人によって汚されていると判明した
ならば、後見人は財産没収をともなう流刑に処せられ、他
方
、
被
後
見
人
が
処
女
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
な
ら
ば
、
後
見
人には皇帝の恩寵が与えられて、被後見人との結婚が認め
られた、と。なお、Ｆ・ロ①の四三》ｎｏの白昌ご◎巴一日四曰曰①己。
ご目日①⑦官已戸回国尾遣い‐＄（ごｍ①）》弓・トミ｛・も同様に
考
え
、
さ
ら
に
、
本
法
文
冒
頭
部
分
の
「
婚
姻
を
望
む
よ
う
に
な
っ
たときには」の主語も後見人としているが、ここの動詞は
８の己の二であり、主語は単数でなければならないので、本
法文では目・【①のではなく皀①一一四を主語として訳出した。
（４）法文⑯註（２）を参照。
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て
も
よ
い
。
そ
れ
が
許
可
さ
れ
る
の
は
、
豚
の
重
量
を
計
る
際
に
豚
商
人
た
ち
に
勝
手
が
許
さ
れ
な
い
よ
う
に
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
豚
商
人
が
豚
を
正
当
に
評
価
し
た
な
ら
ば
、
支
払
い
の
ど
ち
ら
の
方
法
も
許
さ
れ
て
い
る
土
地
所
有
者
は
、
こ
の
者
（３）
（Ⅱ豚商人）に金銭を支払うこと。他方、金銭を受け取る
こ
と
で
、
豚
商
人
に
何
ら
か
の
損
失
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
士
地
所
有
者
は
毎
年
、
公
の
取
引
の
慣
行
上
通
用
し
て
い
る
豚
肉
の
価
格
を
計
算
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
す
べ
て
の
場
所
で
値
段
の
あ
り
よ
う
が
常
に
同
じ
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
土
地
や
時
候
の
違
い
に
応
じ
て
現
物
の
金
銭
換
算
を
な
す
べ
し
。
た
だ
し
、
豚
肉
そ
の
も
の
が
提
供
さ
れ
る
場
合
を
除
く
。
さ
ら
に
、
（
４
）
ユ
ー
デ
ィ
ケ
ー
ス
〈
イ
ー
タ
リ
ァ
〉
諸
州
の
総
督
ら
は
、
豚
肉
が
ど
の
場
所
で
い
く
ら
で
あ
る
か
を
、
毎
年
貴
官
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
す
よ
う
命
じ
ら
れ
る
べ
し
。
そ
れ
は
、
こ
の
報
告
が
貴
官
に
よ
っ
て
吟
味
さ
れ
た
そ
の
上で、豚商人らがそれぞれ〈の州〉に赴いて、これら諸州
で
通
用
し
て
い
る
と
貴
官
が
認
め
た
価
格
を
受
け
取
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
実
際
、
豚
商
人
た
ち
は
、
〈
豚
肉
が
市
場
で
取
引
さ
れるのと同じ〉価格〈の金銭〉を土地所有者から受け取る
以
上
、
よ
り
高
く
買
う
か
よ
り
安
く
買
う
か
は
関
係
な
い
の
だ
か
（５）
ら、不平を一一一一口うことはできない。そして、土地所有者たち
は
、
肉
に
対
し
て
高
い
価
格
を
設
定
す
れ
ば
す
る
だ
け
、
豚
商
人
た
法
政
史
学
第
六
十
二
号
ち
に
よ
り
多
く
を
支
払
う
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
、
現
物を〈市場で〉売却する際に節度を保つであろう。
正
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
七
度
目
に
し
て
副
帝
コ
ー
ン（６）
スタンーアィウスがコーンスルの年の四月一一日に付与す。
（１）Ｐ巨貝旨の『①Ｒ旨巨の・三目目の⑦Ｐ己営・一・一、巨闘・一・弓・①臼｛・
（Ｐｏｓ目のぐの昌巨の山）によれば、一一一二一一一年九月一三日から
一一一一一五年一月四日（言・日日の①ロによれば一一百）の首都長官。
この人物については、、Ｐ【同．」ｏＰＱ〔・の他、シ三門のＣ宮の国、‐
ロ。］）時ご園鼠烏百．鴬、言『⑬烏宛①ミ、§匹園‐国愚言（勺目の
ごＢ）》弓・「←‐「①（ｇ・旨の①旨⑫『①１目の）、法文⑫註（１）
および法文⑳註（１）も参照。
（２）の臣昌・皇帝アウレリアーヌスは、ローマ市民に対する穀
物
の
無
料
供
給
に
豚
肉
の
配
給
を
加
え
た
。
豚
商
人
は
そ
の
た
め
の
豚の調達や運搬を引き受け、パン製造業者目の８円①のと同様
に
、
組
合
を
形
成
し
て
い
た
。
四
世
紀
ま
で
に
は
、
そ
の
よ
う
な
「
豚
商
人
」
の
奉
仕
義
務
は
土
地
に
課
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
土
地
を
所
有
す
る
者
が
「
豚
商
人
」
と
な
っ
た
。
五
世
紀
初
め
の
「豚商人」は、その土地を組合に寄贈しなければ、役職・
官
職
に
就
く
こ
と
も
、
聖
職
に
入
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
以
上、］目のの）回臼》ご・『＆を参照。
（３）因・の二ｍ》写＆ご黄記ミ言（法文⑳註（７）所引）七・四＄の
説
明
に
よ
れ
ば
、
四
世
紀
か
ら
五
世
紀
の
初
め
ま
で
、
豚
肉
供
給
の
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シ
ス
テ
ム
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
イ
ー
タ
リ
ア
の
い
く
つ
か
の
州
（
次
註
参
照
）
で
は
、
一
般
の
土
地
所
有
者
が
、
８
口
○
口
目
‐
目
尻
と
呼
ば
れ
る
、
｜
定
重
量
の
豚
肉
を
毎
年
供
給
す
る
義
務
が
あ
っ
た
。
こ
の
８
口
目
は
、
組
合
に
属
す
る
「
豚
商
人
」
に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ
る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
の
参
事
会
に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ
た
後
、
「
豚
商
人
」
に
引
き
渡
さ
れ
た
。
ロ
ー
マ
市
に
い
る
首
都
長
官
の
も
と
ま
で
、
前
も
っ
て
定
め
ら
れ
た
量
の
豚
肉
を
附
け
る
こ
と
は
「
豚
商
人
」
の
義
務
で
あ
っ
た
。
引
渡
さ
れ
る
豚
肉
の
総
重
量
は
ｏｇＣｐｍ巨目局の総計と同じであったが、徴収の際には８‐
口目の他に８言の〔日日といわれる追加分が上乗せされ、
「
豚
商
人
」
た
ち
は
そ
れ
で
損
失
や
経
費
を
賄
っ
た
。
「
豚
商
人
」
た
ち
が
全
の
自
目
を
集
め
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
、
ど
こ
か
か
ら
購
入
す
る
こ
と
で
一
時
的
に
補
充
し
て
、
決
め
ら
れ
た
総
重
量
を
引
き
渡
さねばならなかったのだと推測できる。
（４）【の四目のの．ローマ帝凶領の大部分は、州ロ・ぐ冒呂に区分
されていたのに対し、イータリァは［の四・に区分されてい
た
。
帝
政
盛
期
以
降
、
イ
ー
タ
リ
ア
の
地
位
と
そ
の
他
の
帝
国
領
の
地位の差が徐々に解洲してゆき、一一一世紀の末には、ロＣａｐ－
ｇと【①四・は名こそ違え、実態は同じようになった。以上
のことに鑑みて、ここでは円の四・を頁。ご冒昌同様、「州」
と訳出した。イータリァのＨ①四目①⑪については、宛呂一
二・日の①Ｐヨミミ計記侭ご園冒菖匹侭量冨ご言居ミミミ言‐
冒凰§（Ｃ・己の口冨、のロ］＠宅）》弓・］①①‐匿いを参照。なお、
］８８口田ロ・「Ｂによれば、ローマ市に豚肉を供給した
テォドシウス法典（Ｃ・ロ関日ロの。□・の一目巨⑫）（一四）（後藤）
同
Ｔ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
マ
ー
ク
シ
ミ
リ
ア
ー
（１）
ヌスⅡマクロビウスに〈一日一示す〉・
主
人
た
ち
の
答
打
ち
の
結
果
と
し
て
奴
隷
が
死
ぬ
よ
う
な
悲
運
が
生
じ
た
と
し
て
も
、
向
ら
の
所
有
す
る
家
内
奴
隷
た
ち
の
た
め
に
よ
り良き状態を得んと願って〈当該奴隷の〉悪行を矯正して
い
た
主
人
た
ち
に
は
、
罪
は
無
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
主
人
に
と
っ
て
自
己
の
権
利
に
属
す
る
奴
隷
を
な
お
も
生
か
し
て
お
く
こ
と
が利益にかなうことであるのだから、〈主人に〉人を殺す
意
図
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
単
に
矯
正
行
為
が
な
さ
れ
た
だ
け
⑳
第
九
巻
第
一
二
章
第
二
法
文
の
は
、
カ
ン
パ
ー
ニ
ア
、
サ
ム
ニ
ウ
ム
、
ル
ー
カ
ー
ニ
ア
、
プ
ル
ッ
テ
ィ
ウ
ム
州
の
指
定
さ
れ
た
都
市
。
（５）］目①の》ト記向》弓・『Ｓ［は、豚商人は受け取った金を使っ
て
、
地
元
の
市
場
で
同
じ
重
さ
の
豚
を
買
え
る
の
だ
か
ら
、
豚
商
人
が
損
を
被
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
理
屈
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
（
６
）
写
本
に
よ
る
コ
ー
ン
ス
ル
年
は
一
一
一
二
六
年
で
あ
る
が
、
ウ
ェ
リ
ー
ヌ
ス
が
首
都
長
官
で
あ
っ
た
囚
Ⅱ
｜
｜
日
が
三
二
Ｗ
年
に
し
か
な
い
ことから、この年の発布と考えられる。具の①の呈烏級富§》
つつ。①一一】「山。
八
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な
の
か
、
ど
ち
ら
に
思
え
る
か
は
問
わ
れ
な
い
こ
と
を
我
等
は
欲
す
（２）
る。何となれば、、王人が簡単な取り調べで家長の権限を行
使
す
る
度
に
、
奴
隷
の
死
亡
に
よ
り
主
人
が
殺
人
罪
で
告
発
を
受
け
る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
打
榔
に
よ
る
矯
正
が
加
え
ら
れ
、
奴
隷
た
ち
が
運
命
の
必
然
に
迫
ら
れ
て
人
の
世
（３）
から去ることがあっても、主人たちは如何なる審問も恐れ
る
に
は
及
ば
な
い
。
正
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
七
度
目
に
し
て
副
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
四
月
一
八
日
シ
ル
ミ
ウ
ム
（４）
で付与す。
（１）三塁昌一】目巨の巨四Ｒ・ワ言．この人物については本法文から
知られるのみであるが、国閃同・一ら・目①（三目一目］】目巨の
二四ｑｓ富山）は、いずれかの州総督であった可能性を示唆
し
て
い
る
。
（２）巴白己宣宮のＰ目①呂○已宮の．法文⑫は奴隷を死に至らしめた
所有者が殺人罪に問われるべき場合と問われるべきでない
場
合
を
定
め
て
い
る
が
、
本
法
文
は
そ
の
う
ち
の
問
わ
れ
る
べ
き
で
な
い
場
合
を
詳
述
し
て
い
る
。
法
文
⑫
註
（
３
）
参
照
。
こ
こ
で
言
う
「
簡
単
な
取
り
調
べ
」
と
は
、
法
文
⑫
と
も
共
通
す
る
、
答
打
ち
と
い
う
簡
単
な
手
段
に
よ
る
取
り
調
べ
・
矯
正
の
こ
と
で
あ
る
。
（３）Ｃ目ののぎ・ここでは刑事犯罪の告発を受け、罰されること
法
政
史
学
第
六
十
二
号
（１）
同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
々
／
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
エ
ウ
ァ
グ
リ
ウ
ス
に
〈宣示す〉・
姦通の罪は公の罪の一つと見なされ、それらの告発はあ
ま
ね
く
万
人
に
、
法
に
よ
る
い
か
な
る
制
限
も
な
く
認
め
ら
れ
て
い
るが、結婚を辱めることが、〈それを〉望む者たちに安易
に許されることのないように、告発する権能は、偽らざる
苦悶が告発へと駆り立てる最も身近な血縁者および縁者、
す
な
わ
ち
、
父
方
お
よ
び
母
方
の
従
兄
弟
、
そ
し
て
と
り
わ
け
、
実
の
兄
弟
に
の
み
与
え
ら
れ
る
の
が
至
当
で
あ
る
。
し
か
し
、
我
等
は
⑳
第
九
巻
第
七
章
第
二
法
文
を指す。、｛・のＣ＆Ｃ坤①目の）＆■」．
（
４
）
副
帝
の
名
を
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
と
伝
え
る
写
本
が
多
く
、
ま
た
、
一
一
三
六
年
囚
月
に
は
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
は
イ
ー
タ
リ
ァ
に
い
た
こ
と
か
ら
、
シ
ル
ミ
ウ
ム
で
付
与
さ
れ
た
本
法
文の発布年代については、の①の民記綏富§》弓。①←》ごｃ》
、田記向・」・ｐＱ（・》因自己①の）之豊向ミ、言も．「函はいずれも、正帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
八
度
目
で
副
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
で
あ
っ
た
一
一
三
九
年
の
発
布
と
考
え
る。
九
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（２）
これらの者たちにＪｂ、〈告訴の〉取梢によって〈濫訴の〉
刑
罰
を
抑
制
す
べ
し
と
い
う
法
を
課
す
も
の
で
あ
る
。
何
よ
り
も
ま
ず
夫
が
婚
姻
の
寝
床
の
復
讐
者
と
な
る
べ
き
で
あ
り
、
い
に
し
え
の
元
首
た
ち
は
以
前
に
、
疑
わ
し
い
と
い
う
だ
け
で
妻
を
被
告
と
す
る
（３）
（４）
ことを夫に認め、一定期間内に生、訴登録すべ－しという制限
に縛られないことを夫に認めていたのである。他方、我等
（５）
は、家外者たちについてはレヨ該告発からはるかに遠ざけら
（４）
れてあるよう〈叩じる。なぜなら、告発登録の義務はあらゆ
る
種
類
の
告
発
を
縛
る
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
少
な
か
ら
ぬ
者
が
厚
か
ま
し
く
も
そ
れ
（
Ⅱ
告
発
登
録
）
を
為
し
、
虚
偽
に
基
づ
く
侮
辱
に
よ
っ
て
結
婚
関
係
を
艇
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
正
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
七
度
Ⅱ
に
し
て
副
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
四
月
二
五
日
ニ
ー
コ
メ
ー
ディーアにて掲示す。
（１）専騨召巨の・エゥァグリゥスについては、法文⑤註（１）お
よび（４）、法文⑪註（１）、法文⑯註（１）を参照。
（２）号・言・・法文⑪註（３）を参照。
（
３
）
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
の
姦
通
処
罰
に
関
す
る
ユ
ー
リ
ウ
ス
法
で
は
、
夫
は
、
姦
通
し
た
妻
を
ま
ず
離
婚
し
た
う
え
で
、
そ
れ
か
ら
姦
通
の
罪
で
元
妻
を
告
訴
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
妻
を
姦
通
の
罪
で
告
訴
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
即
離
婚
を
意
味
し
て
テォドシウス法典（◎（）この〆弓冨・号⑫白目⑩）（一四）（後藤）
いたのである。］・向く目の⑦Ｈｇ冨旨ご冒旦通言暑冒昏冒』苫‐
畳ミ唇（法文⑭註（７）所引）七・国Ｃは、本法文を再録し
た『勅法彙纂」第九巻第九章第二九法文の一節．ご目のｍの①
□①言の【のご目頁・宣すの自【・をザの（Ⅱ宮⑫宮＆）８巳このごのど
宍①①ロ富国三】の９日の③と解釈し、コーンスタンティーヌス
帝
以
前
に
（
時
期
は
不
明
）
、
姦
通
に
つ
い
て
確
証
は
な
い
が
そ
の
疑
い
が
あ
る
場
合
に
、
妻
を
離
縁
し
な
い
ま
ま
告
訴
す
る
こ
と
が
夫
に
許
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
告
訴
と
離
婚
と
が
切
り
離
し
て
考
え
ら
れるようになったと主張している。専目の○日ｇののこの解
釈に従えば、本法文の「疑わしいというだけで…」という
文
言
も
そ
の
よ
う
な
文
脈
の
な
か
で
解
釈
で
き
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
こ
う
し
た
変
化
の
背
景
に
、
結
幡
の
絆
を
重
視
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
を
想
定
す
る
研
究
者
も
い
る
。
た
と
え
ば
、
二
・
房
・
□のＣＣＢ曰亘の》の巨一一①○口四己【○日目。‐Ｒ－のご目の□①一ｓ口［［。□の］
日日】〔。＆四円二の閂①震８口の日日①日四三日。己○劃一四日。、一一①呂巨－，
斤の日・田黒白屋（』①、○）》弓・田①‐ｃは、本法文がニーコメー
デ
ィ
ー
ア
で
掲
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
名
宛
人
の
エ
ウ
ァ
グ
リ
ウ
ス
がオリエーンス道長官であること（ただし、彼をオリエー
ン
ス
道
長
官
と
す
る
根
拠
は
乏
し
い
）
な
ど
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
の
性
倫
理
や
結
婚
観
に
従
っ
て
生
活
し
て
い
た
集
団
が
当
時
の
小
ア
ジ
ア
に
は
す
で
に
存
在
し
て
い
た
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て、向く目の⑦白きの》８．蔓・》弓・』］○【・は、キリスト教的結婚
観が形成されるのはもっとあとの時期であること、キリス
ト
教
著
作
家
た
ち
は
妻
の
姦
通
を
離
婚
の
原
因
と
し
て
認
め
て
い
る
九
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こ
と
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
を
本
法
文
に
認
め
る
説
に
懐
疑
的
である。
（４）日のａ宮】・・法文⑳註（５）を参照。告訴・生ｎ発登録にあ
た
っ
て
は
通
常
、
濫
訴
で
は
な
い
こ
と
を
宣
誓
す
る
義
務
が
課
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
も
し
も
告
訴
・
告
発
し
た
者
が
そ
の
内
容
を
証
明
で
き
な
か
っ
た
と
き
に
は
、
告
訴
・
告
発
さ
れ
た
者
が
有
罪
と
な
っ
た
場
合
と
同
様
の
罰
を
科
さ
れ
る
恐
れ
が
生
じ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
規
制
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
少
な
か
ら
ぬ
者
が
厚
か
ま
し
く
も
そ
れ
を
為
し
、
虚
偽
に
基
づ
く
侮
辱
に
よ
っ
て
結
婚
関
係
を
砥
め
て
い
る
」
事
態
に
鑑
み
、
本
法
文
は
、
家
外
者
か
ら
姦
通
告
発
の
権
能
を
取
り
上
げ
、
さ
ら
に
は
夫
以
外
の
従
兄
弟
や
兄
弟
に
も
告
訴
登
録
の
義
務
を
課
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
告
訴
の
権
能
を
認
め
ら
れ
て
い
る
従
兄
弟
や
兄
弟
で
あ
っ
て
も
、
告
訴
の
内
容
を
証
明
で
き
な
い
と
き
に
は
、
濫
訴
の
罪
で
逆
に
訴
え
ら
れ
る
恐
れ
も
生
じ
、
そ
れ
を
回
避
す
る
に
は
、
告
訴
の
取
梢
と
い
う
正
式
の
手
続
き
を
踏
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
（５）①再【目Ｑ・アウグストゥス帝の前述の法は、夫、妻の父、
親
族
に
姦
通
を
告
訴
す
る
権
能
を
与
え
て
い
た
が
、
本
法
文
で
は
そ
れ
を
、
夫
、
父
方
お
よ
び
母
方
の
従
兄
弟
、
実
の
兄
弟
に
の
み
認
め
る
と
し
て
い
る
。
他
方
、
『
勅
法
彙
纂
」
第
九
巻
第
九
章
第
二
九
法
文
（
前
註
参
照
）
で
は
、
夫
の
他
に
、
（
妻
の
）
父
、
兄
弟
、
父
方
お
よ
び
母
方
の
伯
父
（
叔
父
）
に
告
訴
の
権
能
を
与
え
て
お
り
、
本
法文の内容と合致しない。この点について向く目の⑦日弓の》
ｇ・蔓・も』○℃は、本法文は、告訴の権能をどの範囲の者に
法
政
史
学
第
六
十
二
号
⑳
第
一
二
巻
第
一
章
第
一
三
法
文
同
Ｔ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
道
長
官
エ
ウ
ァ
グ
リ
（１）
ウスに〈一旦示す〉。
（２）
出【日によって〈都市参事会加入を〉義務付けられている
（３）
ミ
ー
リ
テ
ィ
ア
（
４
）
の
に
、
嘆
願
に
よ
っ
て
向
口
ら
に
国
家
公
務
を
要
求
し
、
軍
団
や
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
へ
と
駆
け
込
む
者
た
ち
に
よ
っ
て
都
市
参
事
会
が
見
捨
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
、
我
等
は
、
す
べ
て
の
都
市
参
事
会
が
以
下
の
こ
と
を
促
さ
れ
る
よ
う
命
ず
る
。
す
な
わ
ち
、
在
（５）
職一一○年以内の者で、、山自〈に伴う義務〉を逃れている
看
、
ま
た
は
〈
参
事
会
員
と
し
て
の
〉
任
命
を
無
視
し
て
、
国
家
公
務
に
も
ぐ
り
込
ん
で
い
る
者
を
見
つ
け
出
し
た
な
ら
ば
、
こ
の
看
た
ま
で
認
め
る
か
を
規
定
し
た
も
の
、
す
な
わ
ち
、
従
兄
弟
（
四
親
等
）
よ
り
も
親
等
の
離
れ
て
い
る
親
族
に
は
告
訴
の
権
能
を
認
め
な
い
旨
を
明
確
に
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
従
兄
弟
よ
り
も
親
等
が
近
く
、
か
つ
、
告
訴
の
権
能
が
以
前
よ
り
認
め
ら
れ
て
い
た
妻
の
父
や
伯
父
（
叔
父
）
に
は
わ
ざ
わ
ざ
言
及
し
な
か
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
固
く
目
の
⑦
日
弓
の
の
こ
の
解
釈
に
従
え
ば
、
本
法
文
の
家
外
者
に
は
妻
の
父
や
伯
父
（
叔
父
）
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
九
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ち
を
都
市
参
事
会
に
連
れ
戻
す
よ
う
に
。
そ
し
て
、
そ
の
他
、
以
下
の
こ
と
が
守
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
知
る
よ
う
に
。
す
な
わ
ち
、
都
市
参
事
会
を
放
棄
し
て
奉
職
し
て
い
た
者
は
、
出
自
に
縛
ら
れ
て
い
る
場
合
だ
け
で
は
な
く
、
負
担
に
ふ
さ
わ
し
い
だ
け
の
財
産
を
持
っ
て
い
な
が
ら
、
国
家
公
務
に
逃
げ
た
り
、
我
等
の
恩
恵
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
た
り
し
た
場
合
も
、
都
市
参
事
会
に
呼
び
戻
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
正
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
七
度
目
に
し
て
副
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
五
月
一
七
日
に
付
与
す
。
（１）雪国召巨の・エゥァグリゥスについては、法文⑤註（１）お
よび（４）、法文⑪註（１）、法文⑯註（１）を参照。
（２）○月・については、法文⑬註（２）を参照。
（３）２８］冨冒・法文⑳第③節に見るように、「嘆願」とは私
人
か
ら
皇
帝
に
向
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
（４）昌一屋四については、法文⑳註（３）を参照。これまでは
「
職
務
」
と
訳
し
て
き
た
が
、
意
味
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
、
以後は「国家公務」と訳す一・
（５）旨目）輿の弓①己国・の〔甘①己旨日とは、もともと兵士が受取
る
給
与
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
一
年
の
従
軍
期
間
を
も
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
古
代
末
期
に
は
、
三
三
四
が
文
武
両
官
職
へ
の
従
事
を指すようになったので、これに従い、、号①己旨日も文武
テオドシウス法典（ＣａのＨＢケ①。□・の一目口の）（一四）（後藤）
同
Ｔ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
道
長
官
ル
ー
フ
ィ
ー
（１）
ヌスに〈一旦示す〉。
（２）
すべての御殿医および元御殿医は、あらゆる都市参事〈五
（
３
）
（
４
）
員
の
負
担
、
な
ら
び
に
、
元
老
院
議
員
や
近
侍
や
ペ
ル
フ
ェ
ク
（５）
一ナィッシミー級の負担、および、行政の務めを果たした者
に
し
ば
し
ば
求
め
ら
れ
る
諸
義
務
か
ら
、
さ
ら
に
ま
た
、
地
租
の
（６）
納
入
か
ら
●
も
、
自
由
で
あ
り
免
除
さ
れ
続
け
る
べ
き
で
あ
り
、
上
記
の
諸
身
分
や
官
職
に
時
に
課
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
、
金
や
銀
や
馬
の
納
入
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
一
切
無
き
こ
と
。
而
し
て
、
本
法
に
よ
る
特
権
は
彼
等
の
息
子
ら
に
も
及
ぶ
こ
と
を
、
我
等
は
定
め
る
も
の
である。
正
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
七
度
目
に
し
て
副
帝
コ
ー
ン
（７）
スタンーアィウスがコーンスルの年の五月一一一日に付与す。
⑳
第
一
三
巻
第
三
章
第
二
法
文
（１）宛ロ冒房・道長官ルーフィーヌスについては、法文⑳註
（１）．（Ⅳ）、および後註（７）を参照。
両
職
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
九
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（２）貝＆国己①【①※胃＆己己の．これらは⑦①岳○吋の目の》＆ず。｝・も
言
う
よ
う
に
、
宮
廷
勤
務
の
医
師
お
よ
び
退
職
者
で
あ
り
、
彼
ら
に
は
皇
帝
と
の
近
さ
ゆ
え
に
種
々
の
特
権
ｌ
「
第
一
級
も
し
く
は
第
二
級
の
近
侍
」
（
後
註
（
４
）
参
照
）
称
号
の
授
与
や
行
政
官
職
へ
の
任
命
、
さ
ら
に
本
法
文
が
示
す
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
な
昇
叙
が
も
た
ら
す
も
の
も
含
め
種
滝
の
負
担
か
ら
の
免
除
ｌ
が
与
え
ら
れ
た。、｛・］目のの》円島田．ｇ・銘『》崖』》』○局．
（３）○・岳○吋①ｇの．＆す」・によれば、元老院議員の負担とは、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
元
老
院
議
員
の
所
有
す
る
土
地
に
課した新税８｝｝畳。、｝①ワ昌印を指す。毎年、一一、円、八フォ
リスの一一一段階で徴収されたこの新税については、、二目①の》
團
同
も
。
』
砦
］
①
目
Ｃ
目
貫
Ｅ
吻
冒
ミ
ミ
ご
§
ヘ
ミ
ミ
の
烏
□
冒
言
§
＆§（ざさ』ご嘱忌畠⑮壁‐ｍｍｂ）（団①岳①津のこのＨ岡目ごＱ凹因□・巴・》
の侭日日一侭①Ｐ］①①Ｃ）》弓・山］‐路。｜フォリス（フォリスについ
て
は
法
文
⑳
註
（
２
）
も
参
照
）
の
価
値
に
つ
い
て
は
様
々
に
推
定
されており、］目のの』。、．□（・は新税の導入に伴い約五ソリ
ド
ゥ
ス
ニ
ソ
リ
ド
ゥ
ス
Ⅱ
金
七
二
分
の
一
ロ
ー
マ
・
ポ
ン
ド
。
法
文⑯註（２）参照）となったと考えるが、己日｝員目・蔓・・
□・缶自・］崖は一ローマ・ポンドの金に値したと考える。
（
４
）
８
日
旨
の
．
以
前
か
ら
皇
帝
の
旅
に
随
行
す
る
者
は
半
ば
公
式
に
こ
の
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
は
じ
め
て
こ
れ
を
公
式
に
授
与
さ
れ
る
称
号
と
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
三
等級に分けた。「第一級の近侍８日①⑪已日ごａ三ｍ」に分類
さ
れ
た
の
は
、
宮
廷
の
主
要
民
政
部
門
や
宮
廷
護
衛
兵
の
長
官
で
あ
法
政
史
学
第
六
十
二
号
リ
、
や
が
て
い
く
つ
か
の
長
官
職
自
体
が
「
○
○
の
コ
メ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
宮
廷
外
で
も
「
近
侍
」
は
様
々
な
任
務
に
用
い
ら
れ
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
は
し
ば
し
ば
目
ら
の
「
近
侍
」
の
一
人
を
、
通
常
の
管
区
代
官
に
代
え
て
管
区
責
任
者
に
任命した。たとえば、法文⑯の名宛人である「ヒスパーニ
ァ諸州の総監８日①の国曾自国日日」オクタウィァーヌスな
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
の
死
後
ま
も
な
く
、
諸
州
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
野
戦
機
動
軍
を
指
揮
す
る
「
近
侍
」
（８日の閨の言言目の）も出現する。他方で「元近侍の〆８己‐
弓
扁
」
の
称
号
は
、
実
際
の
勤
務
と
関
わ
り
な
く
授
与
さ
れ
る
名
誉
称
号
に
も
な
っ
て
ゆ
き
、
ク
ラ
リ
ッ
シ
ミ
ー
級
（
元
老
院
身
分
）
の
位
階
を
伴
う
「
第
一
級
の
近
侍
」
の
称
号
も
、
様
々
な
職
の
保
持
者
や退職者に与えられるようになる。］目８臣民弓・］○一‐
』Ｃ①》、、①０ｍい、》、←の（。
（５）ペルフェクティッシミー級ロロ詩Ｓｍの言】については、法
文④註（１）を参照□
（６）□白のの目】目①の己弓］旨①。すぐ後に金銀や馬で納入される特
別
賦
課
へ
の
言
及
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
恒
常
的
な
公
租
と
い
う
こ
とで「地租の納入」と訳した。
（７）の○二・吋のｇ⑫》己彦・］・はｍ弓の曰冒◎のコーンスル年（一一一二
六年）に従うが、の①①ｎ戸》記侭田§は本法文の名宛人を一一一一
八～一一三○年に道長官であった人物と考え（己．］室）、のｇ‐
の己已・の修正が最小限ですむ三一一○年（「正帝コーンスタ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
六
度
目
に
し
て
副
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
九
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⑳
第
九
巻
第
一
章
第
五
法
文
同
Ｔ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
首
都
長
官
マ
ー
ク
シ
（１）
ムスに〈一日一示す〉。
（２）
署
名
生
ロ
発
で
は
な
く
、
口
頭
の
み
で
口
の
端
か
ら
漏
れ
出
る
犯
罪
の申立〈がなされる場合に〉は、〈口の端から漏れ出た〉
テオドシウス法典（ＯＣＱ関目冨・ロ・の一目后）（一四）（後藤）
がコーンスルの年」）を本法文の付与年とする（弓．①吟
］ろ）。これに対し、三・日日の①ロは本法文の名宛人を一一一四四
～’’’四七年イータリア道長官、一一一四七～’’’五二年イリュリ
ク
ム
道
長
官
で
あ
っ
た
ご
巳
８
，
言
宛
呂
冒
の
、
本
法
文
の
付
与
年
は
三
五
四
年
と
し
（
法
文
⑳
註
（
１
）
お
よ
び
（
Ⅳ
）
を
参
照
）
、
］目①の〕Ｐ和田も。】白い》Ｐ田もこれに従う。、匡田〉・】も。『忠
（ご巨一８，旨の宛皀目の四ｍ）は、名宛人については三○日日の①ロに
従うが、付与年については三川六年あるいは一一一五一一年に帰
し
う
る
と
す
る
。
こ
の
三
○
日
日
の
目
以
来
の
趨
勢
に
対
し
、
□
①
］
‐
日員のトロ忌舅困目ミ、：二言二ミミミ（法文⑳註（１）所
引）七・題は、本法文の内容は本法典何巻同章第一二法文に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
お
り
、
従
っ
て
本
法
文
の
付
与
年
は
後
者
の
付
与年（三一一一一一一年）より前でなければならないとして、の弓‐
のＲ冒己のコーンスル年通り三一一六年であったと考える。
出
身
地
、
子
、
財
産
、
最
終
的
に
は
生
命
に
つ
い
て
、
訴
え
の
対
象
と
な
る
危
険
の
下
で
争
う
こ
と
を
被
告
発
人
だ
け
で
な
く
告
発
人
に
（３）
も強いる］日、かつて認められた。それゆえ、〈口頭のみに
よる〉申立の自由と軽率さが除去されて、署名告発の慣行
と
規
律
に
刑
事
告
発
は
従
う
べ
き
こ
と
を
、
我
等
は
望
む
。
そ
れ
は
、
す
べ
て
の
者
が
刑
事
告
発
を
す
る
際
に
占
法
を
用
い
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
す
な
わ
ち
、
怒
り
が
和
ら
ぎ
、
こ
の
〈
手
続
に
要
す
る〉時を経て心の平安が回復したときに、分別をもって、
そ
し
て
良
く
考
え
て
最
終
的
手
段
Ｔ
訴
訟
）
に
訴
え
る
よ
う
に
す
（４）
る
た
め
で
あ
る
。
正
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
七
度
目
に
し
て
副
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
五
月
一
三
日
シ
ル
ミ
ウ
ム
（１）
で
付
与
し
、
ロ
ー
マ
で
受
領
す
。
（
１
）
コ
ー
ン
ス
ル
年
が
写
本
通
り
だ
と
す
る
と
、
本
法
は
三
二
六
年
に
首
都
長
官
宛
に
付
与
さ
れ
て
受
領
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
名
宛
人
マ
ー
ク
シ
ム
ス
の
府
書
き
が
正
し
い
と
す
る
と
、
マ
ー
ク
シ
ムスなる人物が首都長官職にあったのは一一一一九～一一一二三年
で
あ
る
の
で
、
付
与
・
受
領
年
も
そ
の
間
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
一
方、付与地との関係では、の①の昊によれば、一一一二○年の夏
に
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
シ
ル
ミ
ウ
ム
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
本
法
は
一
一
一
二
○
年
に
属
す
る
可
能
九
五
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⑭
第
九
巻
第
九
章
第
一
法
文
コーンスタンティーヌス帝が首都住民に〈宣示す〉。（１）
もし、ある女が秘密裏に奴隷と関係を，もっていることが
発
見
さ
れ
た
な
ら
ば
、
同
女
は
死
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
悪
漢
（
Ⅱ
性が高い。Ｃ｛・用へ損鳥菖『弓・己）①←》因四日のの》シ雪〉田菖言》ロ・「腸
帛自』［両．】》己．、①つ（ご巳①回巨の】冒凶日巨の←の）．
（２）の弓の日已・・書面による告発、または、口頭による告発で
あ
る
が
、
管
轄
裁
判
所
の
備
付
文
書
に
記
載
し
署
名
す
る
告
発
を
い
う。具・因の温貸向菖腎－９＆胃Ｃ一畳。冒垈（法文⑫註（３）所
引）》の。『・’百のａ目。］》［シｎ日の畳。］。
（３）の。＆○吋＆５己戸一・によれば、アントーニーヌス帝の勅
答
に
よ
り
告
発
の
登
録
な
し
で
も
告
発
人
の
偽
罪
告
発
を
認
め
る
こ
と
は
裁
判
官
の
裁
量
に
ま
か
せ
ら
れ
た
が
、
告
発
人
は
、
も
し
告
発
の
理
由
が
な
く
、
告
発
に
失
敗
す
る
に
い
た
っ
た
と
き
に
は
、
告
発
に
よ
り
求
め
ら
れ
た
刑
罰
と
同
様
の
刑
罰
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
後
、
単
な
る
犯
罪
の
申
立
の
場
合
は
告
発
人
に
立
証
義
務
が
課
さ
れ
、
被
告
発
人
に
出
廷
義
務
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
（４）写本では固の巨口①ロ】田口四ｓ・ロ①日日日円昌目①『①己自国目屋①
８口の岳Ｃであるが、『の己自国８月８口の】］】Ｃの部分を①【８口の】‐
一ｓご①昌目（と読む伝承も存在する。
法
政
史
学
第
六
十
二
号
奴
隷
）
は
火
刑
に
処
せ
ら
れ
る
べ
し
。
こ
の
公
の
罪
を
告
発
す
る
資
格
は
す
べ
て
の
者
に
あ
り
、
官
庁
に
は
訴
追
す
る
権
限
が
あ
り
、
奴
（２）
隷にすら通報が許され、犯罪が証明されたならば、自由が
そ
の
奴
隷
に
与
え
ら
れ
、
一
方
、
誤
っ
た
告
発
に
は
罰
が
科
さ
れ
る
べし、Ⅲこ
の
法
以
前
に
妻
〈
の
よ
う
な
存
在
〉
と
な
っ
た
女
は
、
こ
の
よ
う
な
〈
男
女
の
〉
結
合
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
、
さ
ら
に
家
か
ら
も、また在地の私的な社交からも遠ざけられて、追放され
た
情
夫
の
不
在
を
嘆
き
悲
し
む
べ
し
。
②
こ
の
〈
男
女
〉
関
係
か
ら
女
が
も
う
け
た
子
た
ち
も
ま
た
、
位階に関するすべての徽章を剥奪されて、ただ自由身分に
の
み
留
ま
る
べ
し
。
ま
た
、
何
ら
か
の
終
意
処
分
の
名
目
で
も
っ
て
、
同
女
の
財
産
の
な
か
か
ら
何
も
の
か
を
、
そ
の
子
自
ら
が
〈
直
接〉受け取ってもならないし、第三者を介して〈間接的
に〉受け取ってもならない。
③
他
方
、
同
女
〈
の
財
産
〉
に
対
す
る
無
遺
言
に
よ
る
遺
産
相
続
は
、
も
し
も
嫡
出
子
が
い
る
な
ら
ば
そ
の
嫡
出
子
た
ち
に
与
え
ら
れ、〈もしも嫡出子がいないならば〉最も親等が近い宗族
（３）
や血族に、または法の規定が認める者に与二えられる。これ
に
よ
り
、
か
つ
て
情
夫
で
あ
っ
た
男
〈
奴
隷
〉
と
、
そ
の
情
夫
か
ら
生
ま
れ
た
子
た
ち
が
、
何
ら
か
の
事
情
で
そ
の
財
産
の
う
ち
に
保
持
九
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し
て
い
る
と
見
な
さ
れ
る
も
の
は
、
同
女
の
所
有
権
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
、
前
述
の
相
続
人
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
す
べ
し
。
㈹
た
と
え
も
し
、
こ
の
法
以
前
に
女
ま
た
は
情
夫
が
死
亡
し
て
い
る
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
遵
守
さ
れ
る
べ
し
。
な
ぜ
な
ら
、
悪
徳
の
張
本
人
が
一
人
〈
だ
け
生
き
残
っ
て
い
る
場
合
〉
で
も
鑓
責
は
行
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
、
⑤
し
か
し
も
し
、
す
で
に
両
人
と
も
が
死
亡
し
て
い
る
な
ら
ば
、
死
亡
し
た
両
親
の
悪
徳
に
よ
っ
て
圧
迫
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
我
等
は
子
た
ち
に
配
慮
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
子
た
ち
は
（４）
家子となり、〈母の〉兄弟たち、最も親等が近い一示族およ
（３）
び
血
族
よ
り
も
優
先
さ
れ
、
残
さ
れ
た
遺
産
の
相
続
人
た
る
べ
し
。
⑥
こ
の
法
以
後
に
こ
の
こ
と
を
為
す
者
た
ち
を
、
我
等
は
む
ろ
ん
死
で
も
っ
て
罰
す
る
。
こ
の
法
に
従
っ
て
別
れ
た
者
た
ち
が
、
再
び
密
か
に
よ
り
を
戻
し
て
、
禁
じ
ら
れ
た
関
係
を
再
開
し
た
な
ら
ば、奴隷や担当官庁の〈提出した〉証拠によってであれ、
最
近
親
者
の
告
発
に
よ
っ
て
で
あ
れ
、
罪
を
犯
し
た
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
者
た
ち
は
、
同
じ
罰
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
正
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
七
度
目
に
し
て
副
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
五
月
二
九
日
セ
ル
デ
ィ
カ
（５）
で付与す。
テオドシウス法典（ｏ・」の居目丘のａＣの国自の）（一四）（後藤）
（
１
）
こ
こ
で
の
奴
隷
は
、
女
性
が
所
有
す
る
奴
隷
の
こ
と
。
他
人
が
所
有
す
る
奴
隷
と
関
係
を
も
っ
た
女
性
の
扱
い
（
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
元
老
院
決
議
）
に
つ
い
て
は
、
法
文
⑯
を
参
照
。
ま
た
、
法
文
⑭
も
参
照のこと。
本
法
文
に
お
け
る
異
例
な
ま
で
の
処
罰
の
厳
し
さ
か
ら
し
て
、
ま
た
、
「
秘
密
裏
に
…
関
係
を
も
っ
て
い
る
」
、
「
も
し
も
嫡
出
子
が
い
るならば・・・」という表現などから、本法文は、夫のある身
で
あ
り
な
が
ら
自
分
の
奴
隷
と
不
倫
な
関
係
を
も
つ
姦
婦
を
対
象
に
し
て
い
る
と
考
え
る
研
究
者
が
い
る
一
方
で
、
本
法
文
に
お
い
て
夫
へ
の
言
及
が
一
切
な
い
こ
と
、
本
法
文
を
収
録
す
る
第
九
章
の
表
題
が
「
姦
通
に
つ
い
て
」
で
は
な
く
「
自
分
の
奴
隷
と
関
係
を
も
つ
女
性
に
つ
い
て
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
述
の
よ
う
な
解
釈
を
疑問視する研究者もいて、意見の一致をみていない。具・］・
亘目いの弓ｇ旨ご冒己ミミ宣言自尽』ミミミ②（法文⑯註
（７）所引）七・弓←．
（２）の一曰巨の○日已宮の莅目｝白のｎ回日目已三日日貝函巨の己】》の一（○盛ｇｏ
８つ国目三目＆》の】（の９日の①。。一一、の己山□①貢の己一…・の一〔＋与
格の構文が一一一つ続いている。向く目の⑦日っ房８．皇・も』田
は、当該箇所を首の目一］富ぐのｓ①。弓○日目ごＳＱｇ・目の①
弓の已弓一】ｏｎ回目の」の（四一一宮ぐの岳①己◎葛①【Ｓ目①巨口、の一【Ｓ岳の目‐
岳○国（】①の》｜の〔のご①ご回の一四ぐの宮ご①ｇの一一Ｏ①ロ、①８頁ご晒冒さ日】四‐
９口》．と訳し、第一文と第一一一文の与格（告発または通報の
資
格
を
持
つ
主
体
）
に
あ
た
る
も
の
が
、
第
二
文
で
は
省
略
さ
れ
て
九
七
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いる（つまり○日已宮のが省略されている）ととる。
これに対して、のＣ＆Ｃ坤①目印・己■」・は、一一一つ続くの一〔＋与
格の構文を素直に解釈して、ご日どのの頁・日】の２の貝困巨①Ｈ①》
○感ロロョ目ごロ閂①》の①ゴーの冒円①）号目〔貝＄とする。いずれ
の
訳
も
文
法
上
可
能
で
あ
る
が
、
本
法
文
で
は
○
・
呂
己
の
Ｓ
ｍ
に
従った。
（３）三・日日の①Ｐ己彦」・のパンクチュエーションでは、第③節
一
コ
Ｃ
Ｏ
カロ。※】日】の８ｍ目房呂の、第⑤節が口Ｃ〆一己の四目巨①８ｍｇロの
となっているのに対して、のＣｓ島の目の》昌彦・｝・では、前者
守
乃
・
・
カロ・〆目］の８，口畳の旨の、後者が頁・〆○目の》＆Ｐ巨①８ｍ目房と
なっている。なお、の。＆○吋のｓのはコメンタリーでは８ｍ‐
日
日
ロ
○
画
目
と
い
う
表
現
で
説
明
し
て
お
り
、
一
貫
性
が
な
い
と
法
政
史
学
第
六
十
二
号
周
知
の
通
り
、
市
民
法
上
の
無
遺
言
相
続
で
は
、
目
権
相
続
人
、
最近宗族口皀日巨圏囮四日の、氏族成員の順で、法務官法上
の無遺言相続では、卑属、法定相続人、血族８唱昌、配
偶者の順で相続がなされていた。したがって、本法文第③
節の＆ぐ①屋屋の》凶①口目｝①、量目》ぐ①一頁ｏ〆亘」⑰８唱昌且臣①Ｑ①‐
胃
の
（
日
…
竃
と
い
う
表
現
は
、
法
務
官
法
上
の
無
遺
言
相
続
に
よ
る
相続順位、すなわち、卑属たる嫡出子｝①四【冒一（要】）、法
定相続人たる最近宗族官・凶己（四唱昌）、Ⅲ族８但呂に対
応
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
に
訳
出
し
た
。
な
お
、
ロ
ー
マ
の
無
遺
言
相
続
に
つ
い
て
は
、
法
文
⑭
註
（
２
）
を
参
昭州 言わざるを得ない。
⑳
第
一
六
章
第
二
章
第
六
法
文
同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
道
長
官
ア
ブ
ラ
ー
（１）
ウィウスに〈一日一示す〉。
（２）
公の負担からの免除は、民衆の〈ロ意によってであれ、聖
職
を
理
由
に
し
て
で
あ
れ
、
〈
そ
れ
を
〉
求
め
る
人
誰
に
で
も
与
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
無
謀
か
つ
限度なしに、人々が聖職者ら〈の列〉に加えられるのでは
な
く
、
聖
職
者
一
人
が
死
去
し
た
時
に
、
死
去
し
た
者
の
代
わ
り
に
（４）吋冑のの・向く目の⑦白客の》ｇ・蔓・七・四田は、この「兄弟たち」
を．二①一門（Ⅱ、三ｓ①ご－の）耳・岳①円の．．ととる。しかし、市民
法
上
で
あ
れ
法
務
官
法
上
で
あ
れ
、
無
遺
言
相
続
に
お
い
て
、
｜
人
の子が他の兄弟姉妹よりも優先されるということは考えに
くい。したがって、ここでは二日Ｈに従って、「〈母の〉
兄
弟
た
ち
」
と
訳
出
し
た
。
な
お
、
本
法
文
で
は
、
冨
曰
宮
の
と
だ
け記されているが、「姉妹」も含んでいた可能性がある。
これについては、法文⑳註（２）を参照。
（５）の①の烏記侭田§も・窪は、本法文がセルディカで付与さ
れていることから、その年代を一一一二九年とし、忌日のの》
」客屋〉国§言も．『のもこれに従う。
九
八
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別の者一人が選ばれるべきである。但し、その者は都市参
（３）
事会員の家系であってはならず、公の義務をきわめて容易
に
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
の
豊
か
な
資
産
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い。かくして、もし都市と聖職者たちの間で、誰かの名に
ついて疑いが生じた場合において、もし衡平がこの者を公（３）
の義務へと引寄せ、その者が出生によって都市参事会員で
あるか、財産によって〈都市参事会員として〉適格である
と判断されたならば、その者は聖職者たちから遠ざけられ
て
都
市
に
引
き
渡
さ
れ
る
べ
し
。
実
際
、
富
裕
な
者
は
時
代
の
要
求
を引受け、貧しい者たちは教会の富によって養われるべき
だ
か
ら
で
あ
る
。
正帝コーンスタンティーヌスが七度目にして副帝コーン
（４）
スタンティウスがコーンスルの年の一ハ月一Ⅱに掲示す。
（１）客三房．この人物については、法文⑳註（１）を参照。
（２）ｚの旨の言｝ぬ閂】８口の①どの口…・このぐ已巾圏の８二ｍｇのＥのは、公
の
負
担
を
免
除
す
る
こ
と
を
求
め
る
民
衆
の
介
意
で
は
な
く
、
のＣｓ・可の目の》且■」・が考えるように、ある人を聖職者に押
す
人
々
の
合
意
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
人
々
が
合
意
し
て
い
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
、
負
担
を
免
除
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
聖
職
が
誠
に
で
も
与
え
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、
聖
職
に
就
い
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
誰
に
で
も
負
担
免
除
が
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
テォドシウス法典（Ｏ・」関弓丘の。□・の国目の）（一四）（後藤）
（１）
同（Ⅱコーンスタンティーヌス）帝がメナンデルに〈一口一
示す〉。
（２）
多くの者たちが、向口分自身のためか特別の必要性のため
（３）
であるかのように求めた公共使用牛車〈の使用許可〉を、
値段を決めて売り払っていることが信頼のおける報告によ
⑳
第
八
巻
第
五
章
第
四
法
文
こ
と
で
あ
る
。
（３）日目】９つ①の》日目一の８の・この用法に関しては、の。＆○吋の合の．
四二」．、および、法文⑮註（３）参照。
（４）のＣ＆Ｃ可のｓの》＆宮」・》三○日日の目》＆ず」・は、このコーンス
ル年どおりの一一一二六年を取るが、名宛人アブラーウィウス
がオリエーンス道長官であったのは一一一二九年から一一一三七年
と考えられるため、の①①ｇ記侭田§も．ｓ①》、旧記向．一七・四
（同一・害三房←）は、三一一九年（正帝コーンスタンティーヌ
スが八度Ⅱにして、副帝コーンスタンティーヌスが四度Ⅱ
の
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
）
を
取
る
。
な
お
、
本
法
文
で
は
、
既
出
の
法
文⑭と似た内容が繰り返されているが、法文⑩註（２）、
（３）で論じられているように、本法文がそれに先行する
と
の
説
が
有
力
で
あ
る
。
九
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法
政
史
学
第
六
十
二
号
（４）
って確認された。このため、使用許可証はくう後、稀にし
か
、
そ
し
て
、
相
応
し
い
者
に
し
か
与
え
ら
れ
な
い
こ
と
と
す
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
何
処
で
あ
ろ
う
と
公
共
便
の
監
督
に
た
ず
さ
（５）
わっている者たちは皆、誰かこの種の犯罪で捕ま農えられう
る
か
ど
う
か
を
調
査
す
ること。その結果、〈犯罪が露見した
ときには〉買主と売主は島流しに処せられ、監督すること
（５）
を〈叩令されていた者たちすらもまた、隠蔽または怠慢〈が
あればそ〉の故に同じ罰を受けるべし。
⑪
し
か
し
、
も
し
公
共
便
用
牛
車
の
使
用
許
可
を
持
っ
て
い
る
者
が
、
命
を
守
る
た
め
か
、
道
中
で
遭
遇
す
る
労
苦
〈
に
対
処
す
る〉ために、〈それに伴う不安を〉和らげるものとして誰
か
を
伴
っ
た
と
し
て
も
、
不
正
に
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
か
か
る
行
為
は
許
可
に
値
し
、
偵
察
役
の
者
た
ち
か
ら
隠
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
え
な
い
。
前
述
の
罰
に
よ
っ
て
前
者
Ｔ
使
用
許
可
書
の
売
買
）
〈
の
み
〉
が
罰
せ
ら
れ
る
べ
し
。
こ
の
件
に
関
し
て
は
、
コ
ー
（６）
ン
ス
ル
級
州
総
督
、
州
総
督
、
車
輌
長
官
と
公
共
便
を
管
理
す
る
す
べての者に通告がなされるべし。
正
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
七
度
目
に
し
て
副
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
六
月
二
二
日
に
付
与
す
。
（１）三①冒己円・役職は不明であるが、アーフリカ諸州の総監
８日ののロの【」宣嵐８日ではないかと考えられている。法文⑯註
（１）、およびの８群］》Ｓミミ切言農、§（法文⑳註（７）所
引）七・ｍ『参照。
（２）国の、のｍの一［旨のの・の①（ず○吋の□巨の）四ロケ・」・》の①の。【》量ｏ巨円の巨の己巨亘〕‐
ｎ屋の割》冒罰局・閂二・画（骨①己）〉８一・］の、岸向・因。｝日ウ①侭》」『ミベの⑮‐
胃言＆討号吻○ミ冒吻エミ一向畠（ご弓の四一四皀題）七・己らは、一一一
六
○
年
ユ
リ
ア
ー
ヌ
ス
帝
が
ガ
リ
ア
の
兵
士
を
東
方
に
派
遣
す
る
際、家族註己｝国のを運ぶため重量輸送便、貝の色の、雪已目の
の使用を許可したこと（シ昌口言巨の二四月の］］日巨の》容吻の困鳶》
】宍・弓』骨）と関連付けて、これは「自らの家族」を指して
いると考えてきた。しかし、］・ロ①の『ロ目白・田】が述べて
い
る
よ
う
に
、
ユ
リ
ァ
ー
ヌ
ス
帝
の
許
可
は
特
例
的
な
措
置
で
あ
る
と思われるので、の〔Ｑ牙一）８．＆・も．②「と同様に、より一般
的
に
「
必
要
性
」
と
訳
出
す
る
。
（３）自彊畠の・本法文第仙節から推察するに、実際に牛車その
も
の
を
売
買
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
後
出
の
公
共
使
用牛車の使用許可目叩臼竺〕の８旨と同じ意味であると考え
る
。
な
お
、
公
共
便
用
牛
車
は
、
重
量
輸
送
便
の
た
め
に
用
い
ら
れ、普通は二頭の牛によって牽引された。、二目①の》口臼》
ロ・田］莇己印の］）８．畳・）弓・巴【
（４）Ｃ①ａ⑫目呂】の白目盲のは「知らせ」でも「使者」でもあ
り
う
る
。
後
者
な
ら
ば
「
信
頼
の
お
け
る
使
者
に
よ
っ
て
」
と
い
う
訳になる。
一
○
○
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⑳
第
一
五
巻
第
一
章
第
三
法
文
同
Ｔ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
道
長
官
セ
ク
ン
ド
（１）
ゥスに〈一旦示す〉。
我等が命ずるに、諸州の総督らは、前任者によって開始
さ
れ
た
も
の
（
Ⅱ
建
物
）
を
完
成
す
る
前
に
は
、
神
殿
だ
け
を
（２）
除
き
、
い
か
な
る
新
し
い
建
築
物
に
も
着
手
す
べ
き
で
な
い
こ
と
を
承知するよう。
正帝コーンスタンティーヌスが七度目にして副帝コーン（３）
スタンーナィウスがコーンスルの年の六月一一九日に付与す。
（５）特定の担当官吏を指しているのではなく、地方レベルで
公共輸送監督にあたる者たち（都市役人、兵士、下級官吏
など、地域によって様々であったと思われる）を総称して
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
（６）□国①（の＆『①三目一・日目・の［・庫①｝》ｇ・皇・も・謡によれば、
ロ日の胃〔ゴ①言巨｝。【巨日という官職が、この名前で一一一一口及され
る
の
は
、
こ
れ
が
最
後
。
恐
ら
く
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
時
代かそのすぐ後に廃止され、その任務は州総督に移った。
官四①庁＆ご①宮２－．日目は、帝政前期には騎士階級の官職で、
職
務
内
容
に
関
す
る
史
料
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
。
テオドシウス法典（○・□の〆日冨己・の一目Ｐの）（一四）（後藤）
（１）の①自己房・道長官職にあったセクンドゥスなる人物とし
ては、’一一六一～三六五、一一一六五～’’’六七年にオリエーンス
道の長官を勤めたの四日目ごＥｍの①２己巨のの巴巨言のが知られて
いる。、｛・帛点罰同・一軍弓。、〕←‐、』「（の四已日旨旨のの①２二ｓのの四］色‐
旨乙）。なお、の①①、宍は、の①、目呂のの四三言が長官職にあっ
たのは、一一一六一～一一一六六年と考える。の｛・宛嬉⑫§》ｇ缶》
①四・
（２）①〆ｏ①ロ】の已巨日白詫昌（①日已一○円巨日四①ｓｍＣ四〔一○日つＰの．○○ｓ○吋の已巨の一
己戸一・によれば、本法典第一六巻第一章第一法文などにあ
るように、〔①日已四は非キリスト教に関わると理解されるべ
きである。一一一二六年という年にコーンスタンティーヌス帝
に
よ
っ
て
本
法
が
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
同
帝
に
よ
っ
て
キ
リ
スト教会のための建設などに配慮がなされている一方、本
法が宛てられている地方の総督たちは多く非キリスト肴で
あ
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
た
結
果
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
、
と
さ
れ
る。これに対し、の①①ｇは、次註（３）にあるように本法
を三六一一年に発せられた法とし、神殿だけが例外とされて
い
る
の
は
、
そ
れ
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
徒
皇
帝
た
ち
が
建
設
を
進
め
て
きた建築事業に対し、ユーリアーヌス帝が抑止の方向性を
打ち出し、伝来のローマの宗教の復活を意図したからであ
ると考える。、｛・記憶鳥菖ら・田．
（３）写本通りだとすると本法は三二六年に公にされたことに
なり、のＣｓ可の合の．＆す」・はそのように考える。これに対
￣
○
一
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⑳
第
九
巻
第
二
一
章
第
三
法
文
同（Ⅱコーンスタンティーヌス）帝がアーフリヵ州総督
（１）
テルトゥッルスに〈宣示す〉。
（２）
何ぴとかが贋造行為によって貨幣を造ったときには、そ
の者の全財産が脚庫に没収され、その者自身は法が定める
（３）
厳しさによって罰せられることを、我等は〈叩じる。而し
て、貨幣を打刻することへの熱意は、我等が貨幣製造所に
法
政
史
学
第
六
十
二
号
し、の①の烏は一一一六二年とし、、匡閉〉・一》己の』ｍも同様である
が、の①⑦民によるとその理由は、註（１）および（２）に
あるように、名宛人の長官在職期間が三六一～一一一六六年で
あること、神殿を例外とすることはキリスト教徒皇帝に帰
せられることではなく、父祖以来の宗教を再び表に出そう
と
す
る
ユ
ー
リ
ア
ー
ヌ
ス
帝
に
の
み
帰
せ
ら
れ
る
事
柄
で
あ
る
こ
と
である。しかし、そうだとすると三六一一年のコーンスル年
は三四日の円白。①〔ｚ①ぐ一目８口のの・となるはずであるが、の①①呂
は
、
コ
ー
ン
ス
ル
年
が
間
違
っ
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も、Ⅱ付だけは旺確に伝承する場合があり、本法のⅡ付は
それに相淵する、とする。、｛・の①の具》記招、鳥菖ら・田．なお、
富。日日の①Ｐ且す」・は両方の可能性を述べている。
の
み
帳
る
で
あ
ろ
う
。
正帝コーンスタンティーヌスが七度目にして副帝コーン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
七
月
六
日
メ
デ
ィ
オ
ー
ラーヌムで付与す。
（１）『の耳昌言・この人物については本法文から知られるのみ
であるが、四滝向・】七・ｍ缶（『の目一旨の』）は、三○七～人
年の首都長官であったシ〔言の旨の〔の言弓の昌一言（弓・霊四（・
［シ己巨⑰旨の〔の言『①耳巨一百⑫①］）の息子で、かつ、一一一汀九年に
首都長官を務めることになる閂の耳已言（Ｐの缶［目①耳已言
巴）の父親であった可能性を示唆している。
（２）註百百の一目①。旨の一○の語義は「注ぎ込む」「鋳る」である
が、ギリシア・ローマ時代の貨幣はふつう、鋳造ではなく
打刻（二枚の彫り込みを入れた型の間に金属片をはさんで
打つ）によって造られており、その方が大量製造に適して
いた。。（・●冑三・日Ｒ四・息の、Ｐニミミ雪吻さご冒）ミｇ言
（ＰＣ＆・二目□ｚのぎ＆◎烏』①①⑰）七・愚・貨幣の贋造について
は、前八一年のスッラの法（一の〆、○日①冨已の堂の一ｍ）以来、
刑事犯罪たる「偽罪」に含まれていたが、の。ご・可のｓの》＆
戸一・は、本法文で問題にされている贋造行為とは、単にに
せの型の使用、重魅や材質のごまかしにとどまらず、とり
わけ帝国の貨幣製造所以外の場所で貨幣を造ること、すな
わ
ち
貨
幣
の
私
造
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
一
○
二
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⑳
第
一
五
巻
第
一
四
章
第
三
法
文
同
Ｔ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
首
都
警
備
隊
長
官
ァ
（１）
ンティオクスに〈一旦示す〉・
暴
君
が
法
に
反
し
て
勅
答
し
た
こ
と
は
効
力
を
持
た
な
い
と
我
等
は
命
じ
る
。
た
だ
し
、
暴
君
の
合
法
的
な
勅
答
は
疑
義
を
は
さ
ま
れ
るべきではない。
正
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
七
度
目
に
し
て
副
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
七
月
八
日
ロ
ー
マ
で
付
（２）
与す。 （３
）
ス
ッ
ラ
の
法
で
は
、
「
偽
罪
」
に
対
す
る
処
罰
は
流
刑
（
法
文
⑩
註
（
２
）
参
照
）
で
あ
っ
た
。
船
田
享
二
『
ロ
ー
マ
法
」
（
法
文
⑩
註（２）所引）、第一巻、二一一一五頁参照。法文⑳および⑰
も
参
照
の
こ
と
。
（
１
）
言
ｇ
ｏ
言
の
・
こ
の
人
物
お
よ
び
官
職
に
つ
い
て
は
、
法
文
⑳
註
（１）。（２）および法文⑯註（１）。（２）を参照。次註も
参照のこと。
（
２
）
本
法
文
の
暴
君
が
誰
を
指
す
の
か
に
よ
っ
て
、
本
法
文
の
年
代
も
異なってくる。の・弓○吋①Ｓｍ》己ロ・｝・はこの暴君をリキーーウ
テオドシウス法典（Ｃａの※目ロ①。□。：旨の）（一四）（後藤）
⑳
第
一
五
巻
第
一
四
章
第
四
法
文
同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
元
老
院
に
〈
宣
示
一○三
ス帝とし、本法文の付与年を印弓の皀冒○通りに一一一二六年と
する。他方、の①①９用級鼠討言》ロ・』○］はこの暴君をマクセン
ティウス帝として、本法文の付与年を一一一一一一一年に修正し、
さ
ら
に
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
は
三
一
一
一
一
年
の
冬
に
は
ローマを離れているので、本法文のの号のａ冒○の月は二Ｐ・
で
は
な
く
房
三
・
と
す
る
（
つ
ま
り
、
本
法
文
の
円
付
を
一
月
六
日
に修正する）。、田冗向〕】七・田（ミロョのシｚｐＣＣ出夛］、）》
因自己のの〕二二回ミ、言も・己もの①の、【に従う。二・日日の①Ｐ且
戸
一
・
は
、
マ
ク
セ
ン
テ
ィ
ウ
ス
帝
と
リ
キ
ニ
ウ
ス
帝
の
両
方
の
可
能
性
を
指
摘
し
つ
つ
も
、
本
法
文
を
一
一
一
二
六
年
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
の
。
＆
己
①
自
の
以
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
暴
君
を
リ
キ
ニ
ウ
ス
帝
と
同
定
す
る
な
ら
ば
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
即
位
二
○
周
年
祭
で
ロ
ー
マ
入
り
し
た
の
が
三
二
六
年
の
七
月
一
八
日
（
ま
た
は
二
一
日
）
な
の
で
、
本
法
文
の
Ｒ
付
は
修
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
ア
ン
テ
ィ
オ
ク
ス
が
首
都
警
備
隊
長
官
の職にあったのが一一一一一一一～三一九年なので、この点でも馴
齢が生じることになる。なお、法文⑭および⑯も参照のこ
と。
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す〉・暴君
に
よ
っ
て
元
老
院
議
員
か
ら
「
船
主
」
の
負
担
へ
と
突
き
落
（１）
とされ〈た者たちのうちで〉、その出生に基づく地位に一民
さ
れ
る
こ
と
を
請
願
し
て
い
る
者
た
ち
に
関
し
て
、
そ
の
判
断
と
審
査
は
崇
高
な
る
あ
な
た
方
に
委
ね
る
こ
と
が
至
当
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
あ
な
た
方
が
、
資
力
と
生
き
方
の
立
派
さ
に
お
い
て
、
ま
た
出
生
の
高
貴
さ
に
お
い
て
、
光
輝
あ
る
あ
な
た
方
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
を
〈
同
僚
に
〉
選
ぶ
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
か
く
も
偉
大
な
地
位
に
つ
い
て
の
決
定
を
、
あ
な
た
方
の
意
見
や
判
断
以
外
の
も
の
に
委
ね
る
の
は
不
適
当
だ
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
首
都
長
官
は
、
あ
な
た
方
が
ふ
さ
わ
し
い
者
と
し
て
選
ん
だ
人
々
の
名
前
を
我
等
に
伝
え
る
よ
う
に
。
そ
れ
は
、
あ
な
た
方
の
決
定
を
我
等
が
是
認
す
る
た
め
で
あ
る
。
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
七
度
目
に
し
て
コ
ー
ン
ス
タ
ン
（２）
一プィウスがコーンスルの年の七月一五日に付与す。
（１）因・のこの》ご＆ご『宛ミミ（法文⑳註（７）所引）七・国①］
は
、
こ
こ
で
の
暴
君
を
マ
ク
セ
ン
テ
ィ
ウ
ス
帝
と
し
（
し
た
が
っ
て
本法文の付与年を三一一一一年とする）、マクセンティウス帝
は
、
元
老
院
勢
力
を
弱
め
る
た
め
に
、
ま
た
首
都
へ
の
穀
物
輸
送
を
安
定
化
さ
せ
る
た
め
に
、
元
老
院
議
員
の
一
部
を
「
船
主
」
に
指
名
法
政
史
学
第
六
十
二
号
同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
我
等
の
親
愛
な
る
（１）
フ
ェ
ー
リ
ク
ス
に
挨
拶
を
送
る
。
（２）
穀
物
庫
に
接
す
る
近
隣
一
○
○
ペ
ー
ス
以
内
は
一
工
全
に
隔
離
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
何
か
が
建
設
さ
れ
た
と
き
に
は
、
取
り
壊
さ
れるべし。なぜなら、ごく最近の諸経験において、穀物庫
に
接
し
て
い
た
建
物
の
火
災
に
よ
り
国
庫
が
辛
酸
を
舐
め
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
し
何
ぴ
と
か
が
建
造
し
よ
う
と
の
情
熱
に
よ
り
公
の
損
害
を
考
慮
し
な
か
っ
た
と
き
に
は
、
そ
の
者
が
建
設
し
た
も
の
だ
け
で
な
く
、
そ
の
者
の
あ
ら
ゆ
る
財
産
お
よ
び
そ
の
権
利
の
う
ち
に
持
っ
て
い
る
も
の
な
ら
何
で
あ
れ
国
庫
に
没
収
（３）
される］日、我等は命じる。
⑳
第
一
五
巻
第
一
章
第
四
法
文
し
た
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
「
船
主
」
に
つ
い
て
は
、
法
文
⑭
お
よび⑰を参照。
（２）法文⑳註（２）を参照。の①の景記侭房§も．】○］は、法文
⑳
と
同
様
、
本
法
文
の
暴
君
も
マ
ク
セ
ン
テ
ィ
ウ
ス
帝
を
指
す
と
考
え、本法文の付与年月同を一一二一一一年の一月一一一一日とする。
な
お
、
前
註
も
参
照
の
こ
と
。
一
○
四
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正帝コーンスタンティーヌスが四度目にして副帝コーン
スタンティウスがコーンスルの年の七月一三日シルミウム
（４）
で付与す。
（１）田の頁・フェーリクスなる人物は、史料上何人か登場する
が、コーンスル年との関係でどのフェーリクスと同定され
う
る
か
に
つ
い
て
は
、
註
（
４
）
お
よ
び
法
文
⑳
註
（
１
）
を
参
照。Ｏ｛・垣滝向。ご己・題』‐山題．
（２）８口目日已＆①の．二九・五七四メートルに相当する。
（３）房８邑三つ目・元来、共有物分割などの分割訴訟におい
て審判人が分割の結果当事者に権利移転の効果を発生させ
て、Ⅱ的物を付与する判断を下すことを昌巨冒閂の（「裁定
付与する」）と一言うが、その判断権限を審判人に与える文
一一一一口が訴訟方式書を通常構成する四部分（請求表示三①己。、
請求原因の表示□の日目の〔日言、裁定付与昌己冨言、判決
８己①日ロ畳・）の一部に含まれていて、その部分を昌巨＆‐
８９と呼んだ。しかし、昌巨巳、島・はある者の所有権を他
の者または国庫の所有に帰属させるときにも用いられた。
の（・因①温の【》雪Ｇａｇ墓、ロミミロミ（法文⑳註（３）所引）》
の．ぐ・［臣旨号昌Ｃ］・原田「ローマ法」（法文⑮註（３）所
引）、三八七～一一一八八頁参照。したがって、本法文の逐語
訳は「（判決により）国庫に付与される」となるが、房８
昌
昌
冒
嵐
は
本
法
文
で
は
「
国
庫
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
」
を
意
味
テォドシウス法典（ＣＣＱのｘ目冨ＣＱ。⑰一目この）（一四）（後藤）
し、かつ「公の秩序に違反したがゆえに生じた事態」を表
現していることから、ここでは「没収」と翻訳した。
（４）Ｃ目の白三目シ』臼の〔Ｏ目の国呂ＣＤ・Ｏ８ｍの・はコーンスル年
として存在しない。の①の烏は、ご目の書写上の間違いが昌閂
であると考えた上で、名宛人のフェーリクスがコルシカ総
督として三一八年一○月二四日に確認でき（法文⑯註
（１）参照）、三二○年までこのポストに就いていたとする
一
方
で
、
こ
の
前
後
で
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
の
シ
ル
ミ
ウ
ム滞在は一一一一九年と三二○年だが、三一九年の七月一一五日
にはすでにナィッススに滞在していることが確認できるこ
と、および三一九年の同月二一一日にシルミウムにいること
は不可能ではないものの、困難であることから、本法は三
二○年に付与された、と考える。。｛・記侭函§》己．①、・の①の具
は、書写上の間違いと、三一一○年を示す○○口の□昌日・少・言
の〔●目の白三口ＣＤ・８二のの・とがどのような関連に立つのかを
示していないものの、因四日のの】之弩回ごｓミ七・三もの①の具
説を採用する。これに対し、国男同」》ロ・題］（甸①一員国）で
は、本法文の名宛人フェーリクスは、三一八年にコルシカ
総督として法文⑯．⑩を受領した人物（一三・［可の盲二）で
はなく、三一一一一一一～一一一一一一六年にアーフリカ道長官を勤めた人
物と同定され、本法は、三二五年一○月一九日に公にされ
た法文⑳と同様の旨＆目・があることを前提に、一一一二六
年一一一月一一一一日に付与されたと考えられている。
一○五
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（１）
同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
ー
ナ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
セ
ウ
ェ
ー
ル
ス
に
〈宣示す〉□
我
等
は
退
役
兵
の
息
子
ら
が
、
そ
の
親
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
特
権
（２）
の
ゆ
え
に
無
為
で
い
る
こ
と
を
許
す
１
℃
の
で
は
な
く
、
全
都
市
に
お
い
て
布
告
が
掲
示
さ
れ
て
〈
そ
の
よ
う
な
息
子
ら
が
〉
細
心
の
注
意
を
も
っ
て
探
索
さ
れ
、
都
市
参
事
会
員
の
負
担
に
服
す
る
か
兵
役
に
服
す
る
か
の
い
ず
れ
か
を
強
い
ら
れ
る
よ
う
、
命
じ
る
も
の
で
（３）
ある。その際、貴官の部署は、審査ぺこれる者たちが一一○歳
（４）
から一一五歳に至るまでの年齢であるよう留意すべきこと。
』
と
こ
ろ
で
、
騎
兵
と
し
て
の
軍
務
を
耐
え
忍
ん
だ
退
役
兵
の
息
子
ら
が
、
騎
兵
の
中
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
を
望
ん
だ
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
〈
軍
用
に
〉
適
し
た
馬
一
頭
と
共
に
前
記
の
軍
務
に
加
わ
る
こ
と
を
条
件
に
、
そ
の
資
格
を
得
る
べ
き
こ
と
。
②
し
か
し
、
も
し
何
ぴ
と
か
が
〈
軍
用
に
適
し
た
〉
馬
二
頭
あ
る
い
は
適
し
た
馬
一
頭
と
奴
隷
一
人
を
伴
う
な
ら
ば
、
そ
の
者
は
、
（５）
ア
ン
ノ
ー
ナ
（
６
）
哨
戒
丘
〈
の
位
階
を
も
っ
て
兵
役
に
就
き
、
一
一
倍
の
現
物
給
与
を
受
け
取
る
べ
し
。
そ
の
位
階
は
他
の
者
た
ち
に
は
、
精
勤
の
後
に
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
。
⑳
第
七
巻
第
一
三
章
第
二
法
文
法
政
史
学
第
六
十
二
号
③
一
方
、
各
都
市
の
参
事
会
員
た
ち
に
は
以
下
の
こ
と
が
通
知
さ
る
べ
き
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
前
記
の
年
齢
に
該
当
す
る
退
役
兵
の
息
子
ら
が
軍
務
に
服
す
る
こ
と
を
望
ま
な
い
、
ま
た
は
、
適
格
で
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
ら
を
速
や
か
に
都
巾
参
事
会
員
の
務
め
に
召
喚
す
べ
し
。
た
だ
し
、
彼
ら
が
家
産
の
点
で
適
格
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
場
合
の
こ
と
で
あ
る
。
㈹
だ
が
、
軍
務
に
服
す
る
こ
と
を
望
む
者
た
ち
の
う
ち
の
あ
る
者
ら
が
、
四
肢
の
障
害
の
状
況
は
そ
れ
を
可
能
に
し
て
い
る
に
も
か
（７）
か
わ
ら
ず
、
騎
兵
と
し
て
の
軍
務
に
は
適
さ
ず
、
軍
団
兵
と
し
て
の
勤
務
に
は
適
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
き
に
は
、
そ
の
者
ら
は
、
こ
（８）
の
目
的
の
た
め
に
派
璽
喧
さ
れ
て
い
る
我
等
の
下
士
官
の
も
と
に
送
り
届
け
ら
れ
る
者
と
し
て
登
録
さ
れ
る
べ
き
こ
と
。
正
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
七
度
Ⅱ
に
し
て
副
帝
コ
ー
ス
（９）
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
七
月
一
二
○
日
に
ア
ク
ィ
レ
ー
イアで付与す。
（１）の①ぐ①日の・の①①ｇ記侭田富）弓．①幻』①⑦はこの名宛人を、法
文
⑪
の
名
宛
人
で
三
一
八
年
に
イ
ー
タ
リ
ァ
管
区
代
官
で
あ
っ
た
ユ
ー
リ
ウ
ス
Ⅱ
セ
ウ
ェ
ー
ル
ス
（
法
文
⑪
註
（
１
）
参
照
）
と
同
定
－し、、田閉隠匂・」ご己・のい①（円くＰＲこめの向く因閃くの』、）、団員己のの》シ旬ご
回ごｓ鳶も．』仁もの①①Ｏ穴に従う。これに対し言。目口の①Ｐ且
一
○
六
Hosei University Repository
す」・は、法文⑯の名宛人で一一一二五～六年に首都長官を勤め
た
ア
キ
ー
リ
ウ
ス
Ⅱ
セ
ウ
ェ
ー
ル
ス
（
法
文
⑯
註
（
１
）
参
照
）
と
同
定
す
る
。
付
与
年
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
後
註
（
９
）
を
参
刀口、Ｏ
Ｂ
小
（２）退役丘〈に与えられる特権については、法文⑭、⑮および
⑳を参照。
（
３
）
す
で
に
法
文
＠
が
、
退
役
兵
の
息
子
を
兵
役
か
都
市
参
事
会
員
の
負
担
の
い
ず
れ
か
に
結
び
付
け
て
い
る
。
法
文
⑭
註
（
２
）
を
参
召
８
１
Ｊ
（４）Ｃ巳已【＆目日日す自日のぐ垣昌巨の呂①＆ご喧呂の亘巳且巨①目‐
ロＣ：①白〔①日温目〔・この場合の審査とは、入隊にあたっての
身
体
的
条
件
を
含
む
適
格
審
査
の
こ
と
で
あ
り
、
二
五
歳
以
上
に
な
っ
た
者
は
都
市
参
事
会
員
の
負
担
に
服
す
こ
と
に
な
る
。
ｑ
・
のＣ〔すＣヰの目印》且可」．なお、本法典第一二巻第一章第一八法
文は、軍隊勤務を拒否する退役兵の息子が一一一五歳に達した
な
ら
、
都
市
参
事
会
員
に
な
る
べ
き
こ
と
を
命
じ
て
お
り
、
の
○
三
・
‐
ヰのＳ⑫》己〕四」・屍はこの「三五歳」は「二五歳」に修服さ
れるべきとするが、］目①の》尾田も．⑦］っは年齢制限がテキス
ト
通
り
に
変
更
さ
れ
た
と
考
え
る
。
「
二
○
歳
」
に
つ
い
て
も
、
○・ｓ○吋の目の．＆ず」・が指摘するように、本法典に収録され
て
い
る
本
法
文
以
後
の
諸
法
文
は
一
貫
し
て
お
ら
ず
、
第
七
巻
第
一
三
章
第
一
法
文
は
新
兵
の
入
隊
年
齢
を
「
一
九
年
目
か
ら
号
四
目
・
□の９日・の目○二・（Ⅱ満一八歳から）」とするが、本巻本章第
四
法
文
お
よ
び
第
一
二
巻
第
一
章
第
五
八
法
文
で
は
「
’
六
年
を
過
テオドシウス法典（０．９関目ロの。」・の一目この）（一四）（後藤）
ぎてもつＣの〔の＆の９日四目・の（Ⅱ満一六歳になっても）」軍務
に
服
せ
な
い
退
役
兵
の
息
子
は
都
市
参
事
会
に
入
る
べ
き
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
年
齢
制
限
が
三
五歳まで引き上げられたとする］目のの）回氏君。①二・》曰・巴
は、第七巻第一三章第一法文が示す入隊年齢は「一九歳」
と
し
、
一
九
歳
未
満
の
者
は
入
隊
で
き
な
い
の
だ
か
ら
本
巻
本
章
第
Ⅲ
法
文
が
一
言
う
「
一
六
年
を
過
ぎ
て
も
」
と
は
「
徴
兵
可
能
年
齢
に
達
し
た
の
ち
一
六
年
」
を
意
味
し
て
い
る
に
違
い
な
い
と
す
る
。
一
方、二四目で。』３口・塁は入隊の最低年齢は退役兵の息子の
場
合
が
通
常
一
六
歳
、
そ
の
他
が
一
八
歳
で
あ
っ
た
と
説
明
し
て
い
る。
（５）Ｃ三ｓ己…＆囮旨〔の．帝政後期の軍隊における下級下士
官
の
等
級
の
一
つ
で
あ
り
、
語
義
に
従
っ
て
「
哨
戒
兵
」
と
訳
し
た
が実際の任務は不明で、の呂言日倖ロ言ご》ここ鳥記Ｃミミ
』ゴミ（法文⑪註（１）所引）も．Ｓは後述する冨円盲のと
と
も
に
食
糧
補
給
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
す
る
。
審
杏を経て入隊した新兵〔ごロ①のは、訓練期間終了後に歩丘く
つの□①⑫もしくは騎兵且巨ののとなり、やがての①己のの四一一の（一・
五
ア
ン
ノ
ー
ナ
［
後
註
（
６
）
参
照
］
を
支
給
さ
れ
る
）
の
等
級
を
経
て
、
下
士
官
の
位
階
を
昇
進
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
帝
政
前
期
に遡る一①、一○口のの（軍団）、８宮耳のの（歩兵大隊）、号の（騎兵
大
隊
）
等
の
部
隊
編
成
に
お
い
て
は
、
百
人
隊
長
、
の
貝
三
○
や
騎
兵
十人隊長弓の三・等の旧来の等級も残っていたが、一一一世紀
後
半
～
四
世
紀
に
現
わ
れ
た
、
『
の
邑
一
三
目
①
⑫
（
騎
兵
大
隊
）
や
一○七
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凹
巨
一
国
（
歩
兵
大
隊
）
等
の
新
し
い
部
隊
編
成
に
お
い
て
は
、
兵
士
は
勤
続
年
数
や
功
績
に
応
じ
て
以
下
の
よ
う
に
昇
進
し
て
い
く
。
「哨戒兵」あるいは「兵姑係亘閂呂巨の」（ともにニアンノー
ナを支給される）↓「百人隊長８貝自昌巨の」（一一・五アン
ノーナ）↓「’一百人隊長ｓ８巨且Ｅの」（一一一・五アンノーナ）
↓の①目〔・【（おそらく四アンノーナ）↓自己の巴巨の（五ア
ン
ノ
ー
ナ
）
。
こ
の
よ
う
に
部
隊
内
で
昇
進
を
重
ね
た
上
で
、
兵
士
は頁・〔のＲ貝（後註（８）参照）になるのであるが、ここま
で昇りつめる兵士は少なかった。。ご目のの》匡固弓．⑦］『》
①缶【・》の。巨岳①日倖ロ頁・Ｐ８・皇・・弓．①臣・『缶｛．
（６）目９日・アンノーナについては、法文⑪註（２）を参照。
（
７
）
法
文
＠
は
、
兵
役
義
務
を
避
け
る
た
め
に
、
指
を
切
断
す
る
な
ど
自分の身体を傷つける者たちがいたことを示している。
（８）ロ○片①Ｒ・【・法文⑦註（２）および法文⑳註（３）を参照。
こ
れ
ま
で
単
に
「
下
士
官
」
と
訳
し
て
き
た
が
、
法
文
⑳
註
（
３
）
および本法文前註（５）で見るように、「将校見習い」「士
官
候
補
」
と
い
う
方
が
実
態
に
近
い
で
あ
ろ
う
。
（９）の弓の日日・のコーンスル年は一一一二六年であるが、一一一二六
年
七
月
三
○
日
に
は
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
は
ア
ク
ィ
レ
ー
ィァではなく即位二○周年祭でローマ市にいた。の①①、〆ｇ・
蔓・も．＄はそのことに加えて、都市参事会に関わる本法文
の
名
宛
人
と
し
て
は
首
都
長
官
よ
り
管
区
代
官
の
方
が
妥
当
と
い
う
理
由
で
、
前
註
（
１
）
で
見
た
よ
う
に
本
法
文
の
名
宛
人
を
ユ
ー
リ
ウ
ス
Ⅱ
セ
ウ
ェ
ー
ル
ス
と
同
定
し
、
付
与
年
は
彼
が
イ
ー
タ
リ
ア
管
法
政
史
学
第
六
十
二
号
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
ア
ー
フ
リ
カ
州
の
総
監
テ
ィ
ベ
（１）
リアーヌスに〈一旦示す〉。
（２）
その年の次の職務のために、後任となる一一人官に任命を
（３）
（４）
与
え
る
都
市
政
務
官
は
、
自
ら
が
負
う
こ
と
に
な
る
危
険
を
熟
慮
し
た
上
で
以
下
の
よ
う
に
な
る
よ
う
取
り
計
ら
う
べ
し
。
す
な
わ
ち
、
（５）
ア
ー
フ
リ
カ
で
は
慣
習
に
基
づ
い
て
人
民
の
選
挙
に
よ
っ
て
も
任
命
が
行
わ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
政
務
官
自
身
も
同
様
に
、
任
命
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
者
ら
が
適
格
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
よ
う
尽
力
し
、
努
力
す
べ
し
。
と
い
う
の
も
、
も
し
任
命
さ
れ
た
者
が
適
格
で
は
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
危
険
を
負
う
べ
き
彼
ら
自
身
が
責
任
（６）
を負わされることを、衡平の原理は勧めるからである。
正
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
七
度
目
に
し
て
、
副
帝
コ
ー
⑳
第
一
二
巻
第
五
章
第
一
法
文
区代官であった一一一一八年とする。国記回】」○・口〔・》因四日①の．
８．蔓・）ロ・量も同様。これに対し、名宛人をアキーリウスー
セウェールスと同定する言・日日の目は、法文⑳が示すよう
に
三
二
六
年
四
月
初
頭
に
は
コ
ン
ー
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
ア
ク
ィ
レ
ー
イ
ァ
に
い
た
こ
と
か
ら
、
本
法
文
が
付
与
さ
れ
た
月
を
三
月
に
修
正
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
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ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
七
月
三
○
日
ニ
ー
コ
（７）
メーディーアにて付与す。
（１）ヨウ①ユ目巨の・弔点昂局・一ら・皀］（●。シ□已巨の『一ヶのユ目巨の←）によ
れば、ティベリアーヌスは、一一一二五年から一一一二七年まで
アーフリヵ州の総監を務め、その後、一一一三二年にヒスパー
ニァ諸州の総監８口】①の西】の己皀四日目、一一一三五年にヒスパー
ニァ諸州の符区代官ぐ宮同旨の困曾三日目】、一一一一一一六年から一一一
三七年にかけてはガリァ道長官の職に就いた。
（２）冒冒白日日自己Ｃ蔑口自己・二○【日どののＰ＆ケ・｝・は百日目ロ】で
は
な
く
三
三
か
も
し
れ
な
い
と
注
記
し
て
い
る
。
そ
の
場
合
に
は
「次の年の職務のため」。ロ・Ｐ①己の一一のご》［崖皇隊昌一巴（葛量ミご‐
ミミ冒口量団昌‐同ミ茸》侭》目（宅閂一の》］①「①）》つつ．］一画‐］一四》ロ．ご中
は、さまざまな可能性を考慮したうえで、次の年に任務を
引
き
継
ぐ
者
を
任
命
す
る
こ
と
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
（３）目囚の自白の．ここではＱＥ曰く国と同義で使われている。
ｑ・の○二○吋の□臣の》四ロケ・｝。
（４）己の１２－日ロ．もし、政務有職に伴うさまざまな州費を担え
ないような人物が選出されてしまった場合には、前任の政
務官がその費用を一肩代わりしなければならなったので、そ
うした責任を負わされる「危険」に言及したもの。Ｐｇ①一‐
一のご〕８．＆・も』産を参照。
（５）の己冨召・一応「選挙」と訳したが、投票を伴う選挙で
あ
っ
た
と
は
限
ら
ず
、
集
ま
っ
た
人
々
が
名
前
を
叫
ん
だ
り
、
歓
声
テォドシウス法典（ＣＣＱの〆弓ケの。』８国目の）（一四）（後藤）
（附記）今回の担当者は、後藤篤子、田畑賀世子、林信
夫
、
樋
脇
博
敏
で
あ
る
。
を上げたりして当選者を決める「歓呼四ａｍ日昌。」のよう
な形式であった可能性もある。Ｆｇ①一一①ご》８．＆・》弓・］室‐
］余日・］ｇを参照。
（６）四①□昌白房【畳Ｐ人民による選挙が行われていない他の地
域では、任命権者である政務官が責任を負うことになって
い
る
の
で
、
ア
ー
フ
リ
カ
で
は
人
民
に
よ
る
任
命
が
行
わ
れ
て
い
る
けれども、やはり政務官が責任を負うことが衡平の蝿にか
なっているというという意である。、［・のＣＳＣ可のｇの．＆ず」．
（７）写本には、コーンスタンスが副帝の年とあるが、三・日早
の①ロがコーンスタンティウスに修正し、一一一二六年とした。
し
か
し
、
三
・
日
日
の
目
＆
ず
」
・
は
、
こ
の
時
期
コ
ー
ン
ス
タ
ン
ティーヌスがローマにいることから、日付については疑わ
しいと書いている。他方、の①①ｇ記侭田§・弓・田》〕『ｍは、
この法文を三一一五年においている。それは、前年の七月一一一
○
日
頃
に
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
ニ
ー
コ
メ
ー
デ
ィ
ー
ア
に
滞在している可能性があることから、付与は三二五年七月
三○日、受領もしくは掲示が一一一二六年と書かれていたのが
混同され、一一一二六年の七月三○Ⅱ付与と筆写されるに至っ
た
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
（未完）
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